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郷
土
資
料
の
収
集
に

　
　
　
　
　
ご
協
力
く
だ
さ

　
市
で
は
、
郷
土
の
か
け
が
え
の
な
い

文
化
財
や
資
料
を
永
久
に
保
存
し
、

市
民
の
学
習
に
役
立
て
る
た
め
、
前

前
か
ら
郷
土
資
料
の
収
集
に
力
を
入

れ
て
き
ま
し
た
。
お
か
げ
様
で
、
収

蔵
物
も
か
な
り
の
数
に
な
っ
て
お
り

ま
す
。
し
か
し
、
ま
だ
、
貴
重
な
資

料
や
多
く
の
民
具
が
市
民
の
み
な
さ

ん
の
お
宅
へ
眠
っ
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、
み

な
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
郷
土
資
料

を
よ
り
充
実
さ
せ
た
い
も
の
と
考
え

て
い
ま
す
。
つ
ぎ
に
列
挙
さ
れ
た
資

料
が
あ
り
ま
し
た
ら
ご
寄
贈
、
ご
寄

託
い
た
だ
き
た
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

麗
蕪
屡

蘇
㈹
陽

熊
蕪
墨

彦
〃
為
轟
葡

　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
L

　
連
絡
先
　
市
教
育
委
員
会
社
会
教

育
課
（
曾
七
⊥
三
二
番
内
線
二

七
四
）
へ
。

善
行
有
識
青
少
年

の
推
せ
ん
を

　
新
潟
県
有
識
青
少
年
顕
彰
基
金
（
等

々
力
理
事
長
）
で
は
、
青
少
年
の
正

し
い
行
い
と
勤
労
意
欲
の
向
上
を
は

か
る
目
的
で
こ
れ
ま
で
二
百
十
人
の

善
行
青
少
年
が
顕
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
と
し
は
、
制
限
年
齢
を
こ
れ
ま

で
の
二
十
歳
か
ら
二
十
二
歳
に
引
上

げ
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
市
内
に

優
れ
た
善
行
有
職
青
少
年
で
他
の
模

範
と
な
る
方
が
い
ま
し
た
ら
、
三
月

十
九
日
ま
で
に
市
社
会
福
祉
事
務
所

へ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　
被
表
彰
者
の
資
格

■
昭
和
五
十
二
年
三
月
二
十
日
現
在

満
二
十
二
歳
未
満
で
あ
る
こ
と
。
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■
善
行
有
職
青
少
年
で
他
の
模
範
と

さ
れ
る
も
の
。

甲
乙
丙
種
危
険
物
取

扱
者
講
習
会
を
実
施

　
製
造
所
、
貯
蔵
所
等
に
お
い
て
、

危
険
物
の
取
扱
作
業
に
従
事
す
る
危

険
物
取
扱
者
、
保
安
監
督
者
や
危
険

物
取
扱
の
免
状
取
得
者
で
、
現
に
危

険
物
の
取
扱
作
業
に
従
事
し
て
い
な

い
方
を
対
象
に
つ
ぎ
の
と
お
り
講
習

会
を
開
催
い
た
し
ま
す
の
で
、
受
講

さ
れ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
と
き
　
三
月
九
日
午
前
九
時
か
ら

午
後
四
時
ま
で
。

　
と
こ
ろ
　
長
岡
市
厚
生
会
館
（
長

岡
市
大
手
通
り
）
。

　
申
込
期
限
　
二
月
十
四
日
か
ら
二

十
八
日
ま
で
（
申
込
用
紙
は
、
十
日

町
地
域
消
防
本
部
に
あ
り
ま
す
）
。

　
受
講
申
し
込
み
先

　
新
潟
県
総
務
部
消
防
防
災
課
危
険

物
係
（
新
潟
市
学
校
町
通
一
番
町
、
曾

〇
二
五
二
－
二
一
二
－
五
五
一
一
番
）
。

　
講
習
手
数
料
　
八
百
円
（
新
潟
県

収
入
証
紙
で
納
入
）
。

　
子
ど
も
の
ス
ナ
ッ
プ
写
真

　
を
提
供
し
て
く
だ
さ
い

　
新
潟
総
合
テ
レ
ビ
は
、
午
後
六
時

五
十
分
～
七
時
の
N
S
T
ニ
ュ
ー
ス

（
土
、
日
曜
日
を
除
く
毎
週
放
送
）

の
際
に
使
用
す
る
、
子
ど
も
の
ス
ナ

ッ
プ
写
真
を
つ
ぎ
の
と
お
り
募
集
し

て
い
ま
す
。
な
お
、
応
募
の
際
、
名

前
と
電
話
番
号
を
忘
れ
ず
に
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。

　
提
供
し
て
ほ
し
い
写
真

　
子
ど
も
さ
ん
（
一
歳
か
ら
三
歳
位
）

の
ス
ナ
ッ
プ
写
真
五
枚
組
と
す
る
。

　
規
格
　
カ
ラ
i
写
真
で
サ
ー
ビ
ス

サ
イ
ズ
の
も
の
。

　
申
し
込
み
先
新
潟
総
合
テ
レ
ビ

報
道
製
作
部
（
〒
九
四
〇
長
岡
市
今

　
■
3
，
＝
●
3
9
3
3
3
亀
■
曹
9
；
O
マ
・
二
＝
響
．
8
＝
・
3
．
B
3
3
一
一
．
■
■
。
亀
3
謬
亀
一
3
こ
＝
3
ε
一
一
●
3
も
一
■
●
9
0
3
．
8

雪
ま
つ
り
と
交
通
の

　
お
知
ら
せ

飯
山
線
臨
時
列
車
▽
十
二
日
（
土
）

新
潟
発
十
二
時
四
十
四
分
十
日
町
着

十
五
時
三
十
六
分
、
越
後
川
口
発
十

三
時
五
分
十
日
町
着
十
三
時
四
十
四

分
、
十
日
町
発
二
十
時
三
十
三
分
新

潟
着
二
十
二
時
四
十
二
分
、
十
日
町

発
二
十
一
時
二
十
分
越
後
川
口
着
二

十
一
時
四
十
八
分
、
長
野
発
十
一
時

四
十
五
分
十
日
町
着
十
五
時
士
二
分
、

十
日
町
発
二
十
時
四
十
分
長
野
着
二

十
三
時
四
十
八
分
▽
十
三
日
（
日
）

新
潟
発
九
時
二
十
分
十
日
町
着
十
一

朝
白
二
丁
目
）
。

　
　
　
　
　
（
新
潟
総
合
テ
レ
ビ
）

バひygイヅ亭’一

→過研

1製謡鱒

鳳売～・、

寄
付
あ
り
が
と
う

　
社
会
福
祉
事
業
へ
　
▽
庭
野
又
司

（
江
道
）
香
典
返
し
…
二
万
五
千
円
▽

匿
名
二
件
…
一
万
五
百
円
▽
東
北
電

力
㈱
十
日
町
営
業
所
…
三
万
六
千
二

百
六
円
▽
村
山
誠
一
…
千
円
▽
モ
ア

お
客
一
同
…
一
万
二
千
九
百
五
十
六

円
。　

型
紙
捺
染
技
能
検
定
を
実
施

　
県
立
十
日
町
高
等
職
業
訓
練
校
で

は
、
こ
の
ほ
ど
、
か
せ
糸
浸
染
作
業

及
び
型
紙
捺
染
作
業
の
全
国
技
能
検

定
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
同
校
を
会
場
に
、
昨
年
か
ら
本
検

定
に
備
え
て
の
問
題
集
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、
こ
と
し
か

ら
、
同
部
門
が
は
じ
め
て
技
能
検
定

の
職
種
に
加
え
ら
れ
ま
し
た
。

●
亀
マ
■
。
も
・
3
3
＝
9
3
辱
3
●
8
3
．
も
胃
3
。
亀
一
D
・
．
≒
・
8
3
・
●
、
乙
マ
3
乙
雪
・
3
亀
．
D
・
，
亀
？
3
乙
？

時
四
十
七
分
、
十
日
町
発
十
六
時
四

十
一
分
新
潟
着
十
九
時
六
分
。

　
越
後
交
通
臨
時
バ
ス
　
▽
十
二
日

（
土
）
十
日
町
発
　
本
町
三
丁
目
停

留
所
付
近
ー
水
口
・
小
千
谷
・
長
岡

方
面
、
本
町
高
校
バ
ス
停
留
所
付
近

－
土
市
・
大
割
町
・
六
日
町
方
面
、

本
町
二
丁
目
停
留
所
付
近
－
千
手
・

上
野
・
仁
田
・
高
島
方
面
、
い
ず
れ

も
午
後
八
時
十
分
、
二
十
分
、
三
十

分
発
で
す
。
こ
の
ほ
か
に
、
十
三
日

は
長
岡
・
小
千
谷
・
大
割
野
方
面
定

期
増
発
運
行
な
ど
、
増
発
、
随
時
運

行
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

■市勢／人ロー50，624人（男24，720・女25，904）／世帯数一11，968／面積・…211．44、k㎡（1月旧現在

覇

O
励
□

¶
置
α
号

／
M
5

3
吻

　　　雪ぴ落しにワイヤー作．戦　　蓼

　気温の上昇に伴い、山間地はいま各所にナダレの危険が

いっぱい一。このため、市豪雪災害対策本部と雪害対策室

では、ナダレ事故を未然に防ごうと、この冬はじめてブルドーザ

とワイヤーによる雪ぴ落しの実験を行い、威力もあり、効果的で

あるという結果が示されました．今後さらに危険箇所の検討とと

もに、この方法による雪ぴ除去作戦を展開することにしています・

　　　　　　　　　　　　　（2月25日・吉田樽沢地内の実験）
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達
寿　

　
　
度

和
年

昭
52

　みなさんが、健康で安全で幸せな暮らしを送っていただくため、やらなければ

ならない仕事はたくさんあります．今年度、どのように市の仕事をすすめてい

くのかを決めるのが、当初予算です。

争
識
総
額
5
7
億
九
千
六
百
万
四
千
円

㎜
　
市
議
会
第
一
回
定
例
会
は
、
去
る
三
月
四
日
か
ら
㎜

㎜
開
か
れ
、
昭
和
五
十
二
年
度
予
算
案
を
審
議
中
で
す
㎜

㎜
が
、
今
月
は
昭
和
五
十
二
年
度
予
算
案
の
あ
ら
ま
し
㎜

㎜
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
昭
和
五
十
二
年
度
の
一
般
会
計
は
、

五
十
七
億
九
千
六
百
万
四
千
円
（
昭

和
五
十
一
年
度
当
初
予
算
額
は
四
十

六
億
六
千
七
百
十
一
万
四
千
円
）
と

前
年
度
当
初
予
算
に
く
ら
べ
二
十
四

・
二
％
増
と
な
り
ま
し
た
。
赤
ち
ゃ

ん
か
ら
お
と
し
よ
り
ま
で
市
民
一
人

あ
た
り
に
換
算
す
る
と
、
十
一
万
四

千
四
百
十
六
円
の
予
算
規
模
で
す
。

こ
れ
か
ら
、
一
年
間
わ
た
し
た
ち
の

く
ら
し
と
ま
ち
づ
く
り
に
ど
う
生
か

さ
れ
る
の
か
見
て
み
ま
し
よ
う
。

　
昭
和
五
十
・
五
十
一
年
度
と
す
で

に
二
年
間
の
経
済
不
況
が
続
き
、
さ

ら
に
、
、
五
十
二
年
度
の
景
気
回
復
が

曝その他轍円市い
　　　　3億2’1輻　　　　　　　16億4，324万

　　諸収入　　5．7％　　　　　　　　1千円

　　3億7’177万犠歳入28・3％

　　　　　　　　57億9，600万

　　　＿，目＿，隆，人　　　4干円

”川”””

望
み
薄
で
あ
る
こ
と
。
国
の
予
算
自

体
が
四
苦
八
苦
と
い
う
状
態
で
地
方

交
付
税
に
大
き
な
伸
び
を
期
待
で
き

な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
市
の
予
算
案

は
、
一
般
経
常
費
を
極
力
抑
え
た
切

り
つ
め
財
政
と
な
り
ま
し
た
が
、
市

総
合
計
画
の
推
進
と
市
民
要
望
の
実

現
等
を
第
一
義
と
し
て
、
精
い
っ
ぱ

い
の
工
夫
を
こ
ら
し
、
住
み
よ
い
ま

ち
づ
く
り
を
す
す
め
ま
す
。

道
路
・
教
育
・
福
祉
を

三
本
の
柱
に

本
年
度
の
重
点
施
策
は
、
前
年
に

地方交付税

14億7，000万円

　25．4％ノ

国県支出金「

12億4，657万
　　　2千円

＼21．5％

引
き
続
き
、
道
路
交
通
の
整
備
、
教

育
文
化
の
向
上
、
福
祉
行
政
の
推
進

を
予
算
編
成
の
基
調
と
し
、
財
政
状

況
を
十
分
勘
案
し
な
が
ら
、
一
般
経

常
費
を
極
力
抑
え
て
建
設
事
業
の
実

現
を
は
か
り
ま
し
た
。

　
投
資
的
経
費
は
、
十
八
億
七
千
七

百
五
十
九
万
四
千
円
（
前
年
は
十
二

億
九
千
四
百
三
十
一
万
六
千
円
）
を

計
上
し
、
前
年
よ
り
四
十
五
・
一
％

の
増
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
予

算
全
体
の
三
十
二
・
四
％
（
二
十
七

・
七
％
）
を
し
め
て
い
ま
す
。

　
建
設
事
業
の
お
も
な
も
の
は
、
中

条
中
学
校
改
築
（
第
一
年
次
）
、
大
池

小
改
築
、
飛
渡
第
一
小
　
池
谷
分
校

改
築
、
南
中
学
校
増
築
（
第
二
年
次
）
、

博
物
館
建
設
、
下
条
地
区
公
民
館
建

設
、
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
広

場
造
成
（
第
二
年
次
）
な
ど
教
育
関

係
の
も
の
が
多
く
、
こ
の
ほ
か
北
原

保
育
所
、
吉
田
集
会
所
な
ど
の
建
設

や
道
路
改
良
、
舗
装
（
三
億
五
千
三

百
十
九
万
五
千
円
、
七
・
二
％
増
）
、

　　　　　　　　　　　　その他
　　　　　消防費　　　　2億3，531万6千円
　　　　　2億734万5千円　　　　　4％
商工費　　　　3。6％

2億6，408万8千円

　　4．6％

　　　　　　　　　　　　　　　　教育費

　　　　　　　　　　　　　　　　11億9，713万

　　　鑛鷺77万　　　　　　　　　6千円

　　　　　1千F！＿　　　　　　　　　20．6％

民生費

11億9，308万
　　　2千円

　20．6％ノ

〆歳出「
57億9，600万

　4干円

　
　
％

　
　
2
　
　
％

万
円
6
　
2

　
　
　
　
6

77

千
　
費

費
」
ー
　
業
万
円

鑛
　
縫
鐸

　
　
　
林
郁

　
　
　
農
訓

衛生費
3億8，Il7万1千円

6．6％　ノ

土木費　　「

9億5，463万

　　3千円
　16．5％

総務費
6｛意4，392万

　　5千円
＼ll．1％1

一般経常経費を抑制
　
一
般
会
計
の
歳
入
面
を

み
ま
す
と
、
別
表
の
よ
う

に
歳
入
総
額
の
二
八
・
三

煙
を
し
め
る
市
税
は
、
十

六
億
四
千
三
百
二
十
四
万

一
千
円
で
、
前
年
に
く
ら

べ
十
七
護
の
伸
び
を
し
め

し
て
い
ま
す
。
地
方
交
付

税
は
十
四
億
七
千
万
円
で

前
年
に
く
ら
べ
八
・
九
縫

の
増
と
な
り
ま
し
た
。
ま

た
国
県
の
補
助
金
が
大
き

く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
歳

出
面
で
見
ら
れ
る
学
校
、

博
物
館
等
の
関
連
計
上
で

多
額
の
出
費
の
う
え
に
立

つ
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、

福
祉
関
係
経
費
諸
費
の
単
価
ア
ッ
プ

に
伴
う
も
の
が
大
き
く
、
結
局
は
従

来
か
ら
積
み
立
て
て
さ
た
義
務
教
育

施
設
建
設
基
金
等
を
繰
リ
入
れ
歳
入

不
足
を
補
充
し
ま
し
た
。
ま
た
、
五
億

九
干
百
十
万
円
の
起
債
を
予
定
し
て

い
ま
す
が
、
今
後
の
事
業
計
画
、
財
政

計
画
を
十
分
噛
み
あ
わ
せ
て
遺
漏
の

な
い
よ
う
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
歳
入
面
で
は
、
目
い
っ
ば
い
の

計
上
を
行
い
人
件
費
、
物
件
費
等
の

一
般
経
常
経
費
を
極
力
抑
制
し
、
建

設
事
業
の
実
現
に
ふ
り
む
け
ま
し
た
。

特
に
事
業
施
行
に
は
、
経
費
の
少
額

化
と
効
果
発
揚
の
二
面
に
創
意
工
夫

を
加
え
、
力
い
っ
ば
い
財
政
改
善
を

お
し
進
め
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

口
臼
∩
H
口
Q
n
H
口
∩
日
∩
日
Ω
口
Q
∩
目
∩
U
ハ
日
∩
日
∩
日
Ω
口
∩
日
口
∩
日
0
0
0
n
日
∩
日
∩
H
臼

都
市
計
画
街
路
事
業
（
新
座
線
）
な
ど

が
大
き
く
、
消
雪
パ
イ
プ
布
設
も
四

ヵ
所
（
継
続
一
、
新
規
三
）
計
画
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
特
別
会
計
で
は
、
下

水
道
事
業
が
い
よ
い
よ
本
格
的
工
事

の
段
階
に
は
い
る
見
込
み
で
あ
り
、

簡
易
水
道
で
は
、
関
根
、
浅
ノ
平
地

区
八
十
戸
の
給
水
を
計
画
し
て
い
ま

す
。

中
条
中
学
校
を
改
築
（
第
葦
次
）

　
歳
出
の
主
な
内
訳

　
別
表
の
よ
う
に
教
育
費
が
十
一
億

九
千
七
百
十
三
万
六
千
円
と
歳
出
の

ト
ッ
プ
に
た
ち
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

南
中
・
中
条
中
増
改
築
工
事
、
大
池

小
・
飛
一
小
池
谷
分
校
改
築
工
事
、

小
中
学
校
修
繕
工
事
、
貯
油
タ
ン
ク
、

プ
ー
ル
建
設
事
業
、
市
民
体
育
館
屋

根
修
繕
工
事
、
市
民
総
合
グ
ラ
ウ
ン

ド
造
成
工
事
な
ど
の
ほ
か
、
下
条
地

区
公
民
館
の
建
設
、
信
濃
川
河
川
敷

を
利
用
し
た
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
広
場
造
成
事
業
（
第
二
年

次
）
等
が
あ
り
、
ま
た
、
昭
和
五
十
年

度
建
設
の
郷
土
資
料
収
蔵
庫
に
引
き

続
き
博
物
館
の
建
設
を
実
現
し
た
い

も
の
と
考
え
、
す
で
に
文
部
省
あ
て

陳
情
を
繰
り
返
し
て
来
て
い
る
が
、

何
と
か
し
て
、
国
の
補
助
を
得
て
着

工
の
実
を
得
た
い
と
し
て
い
ま
す
。

保
育
所
を
建
設

　
民
生
費
で
は
、
十
一
億
九
千
三
百

八
万
二
千
円
と
歳
出
の
二
十
・
六
％

を
し
め
て
い
ま
す
。
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主
な
も
の
は
、
児
童
福
祉
関
係
で
、

北
原
保
育
所
の
建
設
、
私
立
保
育
園

建
設
補
助
金
、
市
立
保
育
所
修
繕
工

事
等
が
あ
り
、
老
人
福
祉
と
し
て
、

老
人
の
能
力
を
い
か
し
た
生
き
が
い

を
創
造
し
、
老
人
の
孤
独
と
疎
外
を

な
く
し
よ
う
と
老
人
生
き
が
い
対
策

事
業
（
第
二
年
次
）
を
行
う
ほ
か
、
敬

老
祝
金
、
ね
た
き
り
老
人
見
舞
金
支

給
、
老
人
医
療
費
、
老
人
医
療
費
助

成
事
業
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
身
障
者
福
祉
費
、
母

子
福
祉
費
、
生
活
保
護
費
、
児
童
措

置
費
等
で
す
。

市
道
改
良
舗
装
を
重
点

　
土
木
費
は
、
九
億
五
千
四
百
六
十

三
万
三
千
円
で
、
市
道
の
改
良
舗
装

等
道
路
新
設
改
良
費
を
増
額
し
た
ほ

か
、
河
川
改
修
、
橋
梁
改
良
工
事
や

都
市
計
画
街
路
事
業
と
し
て
の
新
座

線
改
良
工
事
、
ま
た
、
十
日
町
公
園
、

妻
有
西
公
園
の
造
成
な
ど
市
民
の
い

こ
い
の
場
づ
く
り
を
行
う
予
定
で
す
。

特
に
、
除
雪
、
防
雪
施
設
整
備
等
雪

害
対
策
関
係
で
は
、
消
雪
パ
イ
プ
布

設
を
四
ヵ
所
計
画
し
、
除
雪
機
械
購

入
、
小
型
雪
上
車
購
入
、
除
雪
圧
雪

機
械
借
用
料
、
雪
害
関
係
県
工
事
負

担
金
、
雪
害
修
繕
工
事
等
と
な
っ
て

い
ま
す
。

林
道
等
を
整
備

　
農
林
水
産
業
費
は
、
苗
場
山
ろ
く

開
発
推
進
事
業
と
し
て
、
千
六
百
三

十
六
万
八
千
円
。
そ
の
ほ
か
、
土
地

改
良
事
業
、
ほ
場
整
備
事
業
、
国
土

調
査
事
業
、
特
定
農
山
村
振
興
特
別

対
策
事
業
費
、
県
農
林
水
産
業
振
興

事
業
費
、
団
体
営
農
道
舗
装
工
事
、

林
業
振
興
の
た
め
の
林
道
開
設
費
等

と
な
っ
て
い
ま
す
。

商
工
業
の
振
興
に

商
工
費
関
係
で
は
、
商
工
業
者
へ

52年度予算案を審議
　市議会第1回定例会は、去る3月4日から3

月18日までの会期で開会されています。審議中

のおもな議案は、昭和52年度一般会計予算案、特

別会計予算案のほか、昭和51年度一般会計・特

別会計補正予算、市道の認定について、市政事

務嘱託員設置条例等の一部改正条例、市奨学金

貸与条例の一部改正条例、理科教育センター設

置条例、市営住宅条例の一一部改正条例、国民健

康保険条例の一部改正条例などです。

昭和51年度の一般会計補正予算では、歳入歳

出それぞれ864万2千円追加し、歳入歳出予算総

額を50億8，836万1千円とするものです。歳出の

おもなものは、市道除雪圧雪委託料追加、除雪

圧雪機械借用料追加、広域事務組合負担金追加

除雪人夫賃金追加などです。

の
融
資
の
道
を
開
く
た
め
、
産
業
育

成
資
金
、
中
小
企
業
振
興
資
金
貸
付

金
、
商
工
組
合
中
央
金
庫
預
託
金
な

ど
二
億
一
千
二
百
万
円
を
計
上
。
そ

の
ほ
か
、
ア
：
ケ
ー
ド
施
設
補
助
金
、

信
用
保
証
協
会
保
証
料
補
助
金
、
雪

ま
つ
り
委
託
料
、
魚
沼
ス
カ
イ
ラ
イ

ン
負
担
金
、
商
工
関
係
負
担
金
及
び

補
助
金
等
が
主
な
も
の
で
す
。

　
労
働
費
関
係
で
は
、
勤
労
者
の
住

宅
資
金
と
し
て
、
労
働
金
庫
預
託
金

を
計
上
し
ま
し
た
。
ま
た
、
勤
労
青

少
年
ホ
ー
ム
防
水
工
事
等
も
予
定
し

て
い
ま
す
。

吉
田
集
会
所
を
建
設

　
総
務
費
関
係
で
は
、
六
億
四
千
三

百
九
十
二
万
五
千
円
で
、
歳
出
の
十

一
・
一
％
を
し
め
て
い
ま
す
が
、
庁

舎
前
及
び
駐
車
場
消
雪
施
設
工
事
、

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
購
入
、
市
政
事
務
嘱

託
員
報
酬
、
交
通
安
全
対
策
費
関
係

で
は
、
路
面
標
示
工
事
、
防
護
柵
設

置
工
事
、
駐
車
場
設
置
資
金
貸
付
金

等
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

雪
害
対
策
費
関
係
で
は
、
冬
期
集
落

保
安
要
員
報
酬
、
気
象
観
測
委
託
料

等
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
吉
田
集
会
所
の
建
設
や
地

下
水
調
査
委
託
料
等
が
予
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
、
参
議
院
議
員
通
常
選

挙
費
を
計
上
し
ま
し
た
。

　
衛
生
費
関
係
で
は
、
へ
き
地
医
療

対
策
費
、
公
害
対
策
費
・
衛
生
施
設

組
合
負
担
金
、
簡
易
水
道
、
診
療
所

特
別
会
計
繰
出
金
、
下
水
溝
改
良
工

事
補
助
金
、
妊
産
婦
・
乳
児
医
療
助

成
費
、
防
疫
薬
剤
購
入
費
補
助
金
な

ど
で
す
。

　
消
防
費
関
係
で
は
、
広
域
事
務
組

合
負
担
金
二
億
六
百
六
十
五
万
六
千

円
等
と
な
っ
て
い
ま
す
。

関
浅
地
区
に
簡
易
水
道

　
特
別
会
計
の
主
な
も
の
で
は
、
簡

易
水
道
特
別
会
計
で
、
関
浅
地
区
簡

易
水
道
の
建
設
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
下
水
道
事
業
特
別
会
計
で
は
、

三
億
四
千
七
百
二
万
三
千
円
を
計
上

し
、
下
水
道
事
業
は
、
い
よ
い
よ
本

格
的
工
事
の
段
階
に
入
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

で
は
、
総
額
十
一
億
五
千
三
百
七
十

七
万
三
千
円
と
な
り
ま
し
た
が
、
主

な
も
の
は
、
療
養
給
付
費
、
保
健
婦

設
置
費
等
と
な
っ
て
い
ま
す
。
診
療

所
特
別
会
計
予
算
案
で
は
、
総
額
三
千

五
百
八
万
四
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

上
水
道
井
戸
の
水
位
は
徐
々
に
回
復
し
始
め
ま
L
だ

　
年
末
以
来
の
異
常
寒
波
に
よ
る
水

道
水
源
の
取
水
低
下
の
た
め
、
上
水

道
利
用
の
み
な
さ
ん
に
大
変
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
が

た
の
節
水
協
力
に
よ
り
、
な
ん
と
か

全
面
断
水
は
し
な
い
で
済
み
ま
し
た
。

長
い
間
の
ご
協
力
に
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
特
に
高
台
の
方
々
に
は
大
変

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
こ
と
を

お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。
最
近
、
好

天
に
も
恵
ま
れ
、
徐
々
で
は
あ
り
ま

す
が
、
よ
う
や
く
水
位
が
上
が
っ
て

き
ま
し
た
。

　
例
年
よ
り
十
日
く
ら
い
お
く
れ
て

い
る
よ
う
で
す
。

　
完
全
回
復
は
ま
だ
相
当
の
日
数

　
が
か
か
る
見
込
み

　
水
位
上
昇
の
兆
侯
は
見
え
始
め
ま

し
た
が
、
井
戸
の
周
囲
は
ま
だ
積
雪

が
二
・
五
屑
も
あ
り
、
一
気
に
は
回

復
は
望
め
ま
せ
ん
の
で
、
も
う
し
ば

ら
く
ご
辛
抱
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
今
後
は
水
源
確
保
を
優
先
に

　
市
役
所
水
道
課
で
は
、
今
年
の
よ

う
な
異
常
事
態
に
も
対
処
で
き
る
よ

う
に
、
先
ず
水
源
の
確
保
に
つ
と
め

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
今

後
と
も
、
み
な
さ
ん
方
の
水
道
事
業

に
対
す
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

灘
饗
錘
懸
薯
〉

16，000㎡

15，423㎡

15，002㎡

14，065㎡

13，009㎡

11，920㎡

12，481㎡

12，712げ

平常時
12月31日

1月9日

1月20日

2月7日
2月21日

2月25日

2月26日

防
火
避
難
施
設
等

　
の
再
点
検
を

　
十
日
町
土
木
事
務
所
は
、
市
役
所

建
設
課
、
十
日
町
地
域
消
防
署
と
共

催
で
建
築
物
防
災
指
導
週
問
に
ち
な

み
、
つ
ぎ
の
と
お
り
建
築
物
防
災
指

導
査
察
及
び
建
築
物
防
災
相
談
所
を

開
設
し
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
全
国
的
に
風
俗
営
業
の

複
合
用
途
建
築
物
、
病
院
等
火
災
事

故
が
ひ
ん
発
し
、
多
数
の
人
命
が
失

わ
れ
そ
い
る
こ
と
か
ら
、
今
回
特
に

特
殊
建
築
物
（
不
特
定
多
数
の
使
用

す
る
建
築
物
）
の
避
難
施
設
を
重
点

に
防
災
査
察
を
実
施
し
ま
す
。

　
管
理
者
等
に
お
か
れ
て
は
、
こ
の

週
間
を
機
会
に
防
災
避
難
施
設
及
び

管
理
状
況
の
再
点
検
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　
査
察
日
　
三
月
十
日

　
土
木
事
務
所
、
市
役
所
、
消
防
署

の
職
員
が
ま
わ
り
ま
す
。

　
建
築
物
防
災
相
談
所
を
開
設

　
三
月
十
二
日
午
前
中

・
場
所
　
土
木
事
務
所

差
し
出
し
た
あ
と
で
も

　
あ
て
名
変
更
が
で
き
ま
す

　
郵
便
物
を
差
し
出
し
て
か
ら
、
あ

て
名
が
間
違
っ
て
い
た
と
か
、
内
容

が
間
違
っ
て
い
た
た
め
取
り
戻
し
た

い
場
合
は
、
あ
て
名
変
更
ま
た
は
、

取
り
戻
し
の
請
求
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
郵
便
物
を
返
し
て
も
ら
う
場
合
に

は
、
い
っ
た
ん
ポ
ス
ト
に
入
れ
た
も

の
は
、
た
と
え
入
れ
た
直
後
で
も
そ

の
場
で
お
返
し
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

必
ず
郵
便
局
で
手
続
を
し
て
く
だ
さ

い
。

　
な
お
、
取
り
戻
し
の
請
求
は
、
す

で
に
配
達
さ
れ
た
も
の
は
で
き
ま
せ

ん
。
　
　
　
　
　
（
十
日
町
郵
便
局
）
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和
年

昭
52

　みなさんが、健康で安全で幸せな暮らしを送っていただくため、やらなければ

ならない仕事はたくさんあります．今年度、どのように市の仕事をすすめてい

くのかを決めるのが、当初予算です。

争
識
総
額
5
7
億
九
千
六
百
万
四
千
円

㎜
　
市
議
会
第
一
回
定
例
会
は
、
去
る
三
月
四
日
か
ら
㎜

㎜
開
か
れ
、
昭
和
五
十
二
年
度
予
算
案
を
審
議
中
で
す
㎜

㎜
が
、
今
月
は
昭
和
五
十
二
年
度
予
算
案
の
あ
ら
ま
し
㎜

㎜
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
昭
和
五
十
二
年
度
の
一
般
会
計
は
、

五
十
七
億
九
千
六
百
万
四
千
円
（
昭

和
五
十
一
年
度
当
初
予
算
額
は
四
十

六
億
六
千
七
百
十
一
万
四
千
円
）
と

前
年
度
当
初
予
算
に
く
ら
べ
二
十
四

・
二
％
増
と
な
り
ま
し
た
。
赤
ち
ゃ

ん
か
ら
お
と
し
よ
り
ま
で
市
民
一
人

あ
た
り
に
換
算
す
る
と
、
十
一
万
四

千
四
百
十
六
円
の
予
算
規
模
で
す
。

こ
れ
か
ら
、
一
年
間
わ
た
し
た
ち
の

く
ら
し
と
ま
ち
づ
く
り
に
ど
う
生
か

さ
れ
る
の
か
見
て
み
ま
し
よ
う
。

　
昭
和
五
十
・
五
十
一
年
度
と
す
で

に
二
年
間
の
経
済
不
況
が
続
き
、
さ

ら
に
、
、
五
十
二
年
度
の
景
気
回
復
が

曝その他轍円市い
　　　　3億2’1輻　　　　　　　16億4，324万

　　諸収入　　5．7％　　　　　　　　1千円

　　3億7’177万犠歳入28・3％

　　　　　　　　57億9，600万

　　　＿，目＿，隆，人　　　4干円

”川”””

望
み
薄
で
あ
る
こ
と
。
国
の
予
算
自

体
が
四
苦
八
苦
と
い
う
状
態
で
地
方

交
付
税
に
大
き
な
伸
び
を
期
待
で
き

な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
市
の
予
算
案

は
、
一
般
経
常
費
を
極
力
抑
え
た
切

り
つ
め
財
政
と
な
り
ま
し
た
が
、
市

総
合
計
画
の
推
進
と
市
民
要
望
の
実

現
等
を
第
一
義
と
し
て
、
精
い
っ
ぱ

い
の
工
夫
を
こ
ら
し
、
住
み
よ
い
ま

ち
づ
く
り
を
す
す
め
ま
す
。

道
路
・
教
育
・
福
祉
を

三
本
の
柱
に

本
年
度
の
重
点
施
策
は
、
前
年
に

地方交付税

14億7，000万円

　25．4％ノ

国県支出金「

12億4，657万
　　　2千円

＼21．5％

引
き
続
き
、
道
路
交
通
の
整
備
、
教

育
文
化
の
向
上
、
福
祉
行
政
の
推
進

を
予
算
編
成
の
基
調
と
し
、
財
政
状

況
を
十
分
勘
案
し
な
が
ら
、
一
般
経

常
費
を
極
力
抑
え
て
建
設
事
業
の
実

現
を
は
か
り
ま
し
た
。

　
投
資
的
経
費
は
、
十
八
億
七
千
七

百
五
十
九
万
四
千
円
（
前
年
は
十
二

億
九
千
四
百
三
十
一
万
六
千
円
）
を

計
上
し
、
前
年
よ
り
四
十
五
・
一
％

の
増
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
予

算
全
体
の
三
十
二
・
四
％
（
二
十
七

・
七
％
）
を
し
め
て
い
ま
す
。

　
建
設
事
業
の
お
も
な
も
の
は
、
中

条
中
学
校
改
築
（
第
一
年
次
）
、
大
池

小
改
築
、
飛
渡
第
一
小
　
池
谷
分
校

改
築
、
南
中
学
校
増
築
（
第
二
年
次
）
、

博
物
館
建
設
、
下
条
地
区
公
民
館
建

設
、
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
広

場
造
成
（
第
二
年
次
）
な
ど
教
育
関

係
の
も
の
が
多
く
、
こ
の
ほ
か
北
原

保
育
所
、
吉
田
集
会
所
な
ど
の
建
設

や
道
路
改
良
、
舗
装
（
三
億
五
千
三

百
十
九
万
五
千
円
、
七
・
二
％
増
）
、

　　　　　　　　　　　　その他
　　　　　消防費　　　　2億3，531万6千円
　　　　　2億734万5千円　　　　　4％
商工費　　　　3。6％

2億6，408万8千円

　　4．6％

　　　　　　　　　　　　　　　　教育費

　　　　　　　　　　　　　　　　11億9，713万

　　　鑛鷺77万　　　　　　　　　6千円

　　　　　1千F！＿　　　　　　　　　20．6％

民生費

11億9，308万
　　　2千円

　20．6％ノ

〆歳出「
57億9，600万

　4干円

　
　
％

　
　
2
　
　
％

万
円
6
　
2

　
　
　
　
6

77

千
　
費

費
」
ー
　
業
万
円

鑛
　
縫
鐸

　
　
　
林
郁

　
　
　
農
訓

衛生費
3億8，Il7万1千円

6．6％　ノ

土木費　　「

9億5，463万

　　3千円
　16．5％

総務費
6｛意4，392万

　　5千円
＼ll．1％1

一般経常経費を抑制
　
一
般
会
計
の
歳
入
面
を

み
ま
す
と
、
別
表
の
よ
う

に
歳
入
総
額
の
二
八
・
三

煙
を
し
め
る
市
税
は
、
十

六
億
四
千
三
百
二
十
四
万

一
千
円
で
、
前
年
に
く
ら

べ
十
七
護
の
伸
び
を
し
め

し
て
い
ま
す
。
地
方
交
付

税
は
十
四
億
七
千
万
円
で

前
年
に
く
ら
べ
八
・
九
縫

の
増
と
な
り
ま
し
た
。
ま

た
国
県
の
補
助
金
が
大
き

く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
歳

出
面
で
見
ら
れ
る
学
校
、

博
物
館
等
の
関
連
計
上
で

多
額
の
出
費
の
う
え
に
立

つ
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、

福
祉
関
係
経
費
諸
費
の
単
価
ア
ッ
プ

に
伴
う
も
の
が
大
き
く
、
結
局
は
従

来
か
ら
積
み
立
て
て
さ
た
義
務
教
育

施
設
建
設
基
金
等
を
繰
リ
入
れ
歳
入

不
足
を
補
充
し
ま
し
た
。
ま
た
、
五
億

九
干
百
十
万
円
の
起
債
を
予
定
し
て

い
ま
す
が
、
今
後
の
事
業
計
画
、
財
政

計
画
を
十
分
噛
み
あ
わ
せ
て
遺
漏
の

な
い
よ
う
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
歳
入
面
で
は
、
目
い
っ
ば
い
の

計
上
を
行
い
人
件
費
、
物
件
費
等
の

一
般
経
常
経
費
を
極
力
抑
制
し
、
建

設
事
業
の
実
現
に
ふ
り
む
け
ま
し
た
。

特
に
事
業
施
行
に
は
、
経
費
の
少
額

化
と
効
果
発
揚
の
二
面
に
創
意
工
夫

を
加
え
、
力
い
っ
ば
い
財
政
改
善
を

お
し
進
め
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

口
臼
∩
H
口
Q
n
H
口
∩
日
∩
日
Ω
口
Q
∩
目
∩
U
ハ
日
∩
日
∩
日
Ω
口
∩
日
口
∩
日
0
0
0
n
日
∩
日
∩
H
臼

都
市
計
画
街
路
事
業
（
新
座
線
）
な
ど

が
大
き
く
、
消
雪
パ
イ
プ
布
設
も
四

ヵ
所
（
継
続
一
、
新
規
三
）
計
画
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
特
別
会
計
で
は
、
下

水
道
事
業
が
い
よ
い
よ
本
格
的
工
事

の
段
階
に
は
い
る
見
込
み
で
あ
り
、

簡
易
水
道
で
は
、
関
根
、
浅
ノ
平
地

区
八
十
戸
の
給
水
を
計
画
し
て
い
ま

す
。

中
条
中
学
校
を
改
築
（
第
葦
次
）

　
歳
出
の
主
な
内
訳

　
別
表
の
よ
う
に
教
育
費
が
十
一
億

九
千
七
百
十
三
万
六
千
円
と
歳
出
の

ト
ッ
プ
に
た
ち
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

南
中
・
中
条
中
増
改
築
工
事
、
大
池

小
・
飛
一
小
池
谷
分
校
改
築
工
事
、

小
中
学
校
修
繕
工
事
、
貯
油
タ
ン
ク
、

プ
ー
ル
建
設
事
業
、
市
民
体
育
館
屋

根
修
繕
工
事
、
市
民
総
合
グ
ラ
ウ
ン

ド
造
成
工
事
な
ど
の
ほ
か
、
下
条
地

区
公
民
館
の
建
設
、
信
濃
川
河
川
敷

を
利
用
し
た
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
広
場
造
成
事
業
（
第
二
年

次
）
等
が
あ
り
、
ま
た
、
昭
和
五
十
年

度
建
設
の
郷
土
資
料
収
蔵
庫
に
引
き

続
き
博
物
館
の
建
設
を
実
現
し
た
い

も
の
と
考
え
、
す
で
に
文
部
省
あ
て

陳
情
を
繰
り
返
し
て
来
て
い
る
が
、

何
と
か
し
て
、
国
の
補
助
を
得
て
着

工
の
実
を
得
た
い
と
し
て
い
ま
す
。

保
育
所
を
建
設

　
民
生
費
で
は
、
十
一
億
九
千
三
百

八
万
二
千
円
と
歳
出
の
二
十
・
六
％

を
し
め
て
い
ま
す
。
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主
な
も
の
は
、
児
童
福
祉
関
係
で
、

北
原
保
育
所
の
建
設
、
私
立
保
育
園

建
設
補
助
金
、
市
立
保
育
所
修
繕
工

事
等
が
あ
り
、
老
人
福
祉
と
し
て
、

老
人
の
能
力
を
い
か
し
た
生
き
が
い

を
創
造
し
、
老
人
の
孤
独
と
疎
外
を

な
く
し
よ
う
と
老
人
生
き
が
い
対
策

事
業
（
第
二
年
次
）
を
行
う
ほ
か
、
敬

老
祝
金
、
ね
た
き
り
老
人
見
舞
金
支

給
、
老
人
医
療
費
、
老
人
医
療
費
助

成
事
業
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
身
障
者
福
祉
費
、
母

子
福
祉
費
、
生
活
保
護
費
、
児
童
措

置
費
等
で
す
。

市
道
改
良
舗
装
を
重
点

　
土
木
費
は
、
九
億
五
千
四
百
六
十

三
万
三
千
円
で
、
市
道
の
改
良
舗
装

等
道
路
新
設
改
良
費
を
増
額
し
た
ほ

か
、
河
川
改
修
、
橋
梁
改
良
工
事
や

都
市
計
画
街
路
事
業
と
し
て
の
新
座

線
改
良
工
事
、
ま
た
、
十
日
町
公
園
、

妻
有
西
公
園
の
造
成
な
ど
市
民
の
い

こ
い
の
場
づ
く
り
を
行
う
予
定
で
す
。

特
に
、
除
雪
、
防
雪
施
設
整
備
等
雪

害
対
策
関
係
で
は
、
消
雪
パ
イ
プ
布

設
を
四
ヵ
所
計
画
し
、
除
雪
機
械
購

入
、
小
型
雪
上
車
購
入
、
除
雪
圧
雪

機
械
借
用
料
、
雪
害
関
係
県
工
事
負

担
金
、
雪
害
修
繕
工
事
等
と
な
っ
て

い
ま
す
。

林
道
等
を
整
備

　
農
林
水
産
業
費
は
、
苗
場
山
ろ
く

開
発
推
進
事
業
と
し
て
、
千
六
百
三

十
六
万
八
千
円
。
そ
の
ほ
か
、
土
地

改
良
事
業
、
ほ
場
整
備
事
業
、
国
土

調
査
事
業
、
特
定
農
山
村
振
興
特
別

対
策
事
業
費
、
県
農
林
水
産
業
振
興

事
業
費
、
団
体
営
農
道
舗
装
工
事
、

林
業
振
興
の
た
め
の
林
道
開
設
費
等

と
な
っ
て
い
ま
す
。

商
工
業
の
振
興
に

商
工
費
関
係
で
は
、
商
工
業
者
へ

52年度予算案を審議
　市議会第1回定例会は、去る3月4日から3

月18日までの会期で開会されています。審議中

のおもな議案は、昭和52年度一般会計予算案、特

別会計予算案のほか、昭和51年度一般会計・特

別会計補正予算、市道の認定について、市政事

務嘱託員設置条例等の一部改正条例、市奨学金

貸与条例の一部改正条例、理科教育センター設

置条例、市営住宅条例の一一部改正条例、国民健

康保険条例の一部改正条例などです。

昭和51年度の一般会計補正予算では、歳入歳

出それぞれ864万2千円追加し、歳入歳出予算総

額を50億8，836万1千円とするものです。歳出の

おもなものは、市道除雪圧雪委託料追加、除雪

圧雪機械借用料追加、広域事務組合負担金追加

除雪人夫賃金追加などです。

の
融
資
の
道
を
開
く
た
め
、
産
業
育

成
資
金
、
中
小
企
業
振
興
資
金
貸
付

金
、
商
工
組
合
中
央
金
庫
預
託
金
な

ど
二
億
一
千
二
百
万
円
を
計
上
。
そ

の
ほ
か
、
ア
：
ケ
ー
ド
施
設
補
助
金
、

信
用
保
証
協
会
保
証
料
補
助
金
、
雪

ま
つ
り
委
託
料
、
魚
沼
ス
カ
イ
ラ
イ

ン
負
担
金
、
商
工
関
係
負
担
金
及
び

補
助
金
等
が
主
な
も
の
で
す
。

　
労
働
費
関
係
で
は
、
勤
労
者
の
住

宅
資
金
と
し
て
、
労
働
金
庫
預
託
金

を
計
上
し
ま
し
た
。
ま
た
、
勤
労
青

少
年
ホ
ー
ム
防
水
工
事
等
も
予
定
し

て
い
ま
す
。

吉
田
集
会
所
を
建
設

　
総
務
費
関
係
で
は
、
六
億
四
千
三

百
九
十
二
万
五
千
円
で
、
歳
出
の
十

一
・
一
％
を
し
め
て
い
ま
す
が
、
庁

舎
前
及
び
駐
車
場
消
雪
施
設
工
事
、

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
購
入
、
市
政
事
務
嘱

託
員
報
酬
、
交
通
安
全
対
策
費
関
係

で
は
、
路
面
標
示
工
事
、
防
護
柵
設

置
工
事
、
駐
車
場
設
置
資
金
貸
付
金

等
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

雪
害
対
策
費
関
係
で
は
、
冬
期
集
落

保
安
要
員
報
酬
、
気
象
観
測
委
託
料

等
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
吉
田
集
会
所
の
建
設
や
地

下
水
調
査
委
託
料
等
が
予
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
、
参
議
院
議
員
通
常
選

挙
費
を
計
上
し
ま
し
た
。

　
衛
生
費
関
係
で
は
、
へ
き
地
医
療

対
策
費
、
公
害
対
策
費
・
衛
生
施
設

組
合
負
担
金
、
簡
易
水
道
、
診
療
所

特
別
会
計
繰
出
金
、
下
水
溝
改
良
工

事
補
助
金
、
妊
産
婦
・
乳
児
医
療
助

成
費
、
防
疫
薬
剤
購
入
費
補
助
金
な

ど
で
す
。

　
消
防
費
関
係
で
は
、
広
域
事
務
組

合
負
担
金
二
億
六
百
六
十
五
万
六
千

円
等
と
な
っ
て
い
ま
す
。

関
浅
地
区
に
簡
易
水
道

　
特
別
会
計
の
主
な
も
の
で
は
、
簡

易
水
道
特
別
会
計
で
、
関
浅
地
区
簡

易
水
道
の
建
設
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
下
水
道
事
業
特
別
会
計
で
は
、

三
億
四
千
七
百
二
万
三
千
円
を
計
上

し
、
下
水
道
事
業
は
、
い
よ
い
よ
本

格
的
工
事
の
段
階
に
入
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

で
は
、
総
額
十
一
億
五
千
三
百
七
十

七
万
三
千
円
と
な
り
ま
し
た
が
、
主

な
も
の
は
、
療
養
給
付
費
、
保
健
婦

設
置
費
等
と
な
っ
て
い
ま
す
。
診
療

所
特
別
会
計
予
算
案
で
は
、
総
額
三
千

五
百
八
万
四
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

上
水
道
井
戸
の
水
位
は
徐
々
に
回
復
し
始
め
ま
L
だ

　
年
末
以
来
の
異
常
寒
波
に
よ
る
水

道
水
源
の
取
水
低
下
の
た
め
、
上
水

道
利
用
の
み
な
さ
ん
に
大
変
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
が

た
の
節
水
協
力
に
よ
り
、
な
ん
と
か

全
面
断
水
は
し
な
い
で
済
み
ま
し
た
。

長
い
間
の
ご
協
力
に
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
特
に
高
台
の
方
々
に
は
大
変

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
こ
と
を

お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。
最
近
、
好

天
に
も
恵
ま
れ
、
徐
々
で
は
あ
り
ま

す
が
、
よ
う
や
く
水
位
が
上
が
っ
て

き
ま
し
た
。

　
例
年
よ
り
十
日
く
ら
い
お
く
れ
て

い
る
よ
う
で
す
。

　
完
全
回
復
は
ま
だ
相
当
の
日
数

　
が
か
か
る
見
込
み

　
水
位
上
昇
の
兆
侯
は
見
え
始
め
ま

し
た
が
、
井
戸
の
周
囲
は
ま
だ
積
雪

が
二
・
五
屑
も
あ
り
、
一
気
に
は
回

復
は
望
め
ま
せ
ん
の
で
、
も
う
し
ば

ら
く
ご
辛
抱
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
今
後
は
水
源
確
保
を
優
先
に

　
市
役
所
水
道
課
で
は
、
今
年
の
よ

う
な
異
常
事
態
に
も
対
処
で
き
る
よ

う
に
、
先
ず
水
源
の
確
保
に
つ
と
め

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
今

後
と
も
、
み
な
さ
ん
方
の
水
道
事
業

に
対
す
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

灘
饗
錘
懸
薯
〉

16，000㎡

15，423㎡

15，002㎡

14，065㎡

13，009㎡

11，920㎡

12，481㎡

12，712げ

平常時
12月31日

1月9日

1月20日

2月7日
2月21日

2月25日

2月26日

防
火
避
難
施
設
等

　
の
再
点
検
を

　
十
日
町
土
木
事
務
所
は
、
市
役
所

建
設
課
、
十
日
町
地
域
消
防
署
と
共

催
で
建
築
物
防
災
指
導
週
問
に
ち
な

み
、
つ
ぎ
の
と
お
り
建
築
物
防
災
指

導
査
察
及
び
建
築
物
防
災
相
談
所
を

開
設
し
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
全
国
的
に
風
俗
営
業
の

複
合
用
途
建
築
物
、
病
院
等
火
災
事

故
が
ひ
ん
発
し
、
多
数
の
人
命
が
失

わ
れ
そ
い
る
こ
と
か
ら
、
今
回
特
に

特
殊
建
築
物
（
不
特
定
多
数
の
使
用

す
る
建
築
物
）
の
避
難
施
設
を
重
点

に
防
災
査
察
を
実
施
し
ま
す
。

　
管
理
者
等
に
お
か
れ
て
は
、
こ
の

週
間
を
機
会
に
防
災
避
難
施
設
及
び

管
理
状
況
の
再
点
検
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　
査
察
日
　
三
月
十
日

　
土
木
事
務
所
、
市
役
所
、
消
防
署

の
職
員
が
ま
わ
り
ま
す
。

　
建
築
物
防
災
相
談
所
を
開
設

　
三
月
十
二
日
午
前
中

・
場
所
　
土
木
事
務
所

差
し
出
し
た
あ
と
で
も

　
あ
て
名
変
更
が
で
き
ま
す

　
郵
便
物
を
差
し
出
し
て
か
ら
、
あ

て
名
が
間
違
っ
て
い
た
と
か
、
内
容

が
間
違
っ
て
い
た
た
め
取
り
戻
し
た

い
場
合
は
、
あ
て
名
変
更
ま
た
は
、

取
り
戻
し
の
請
求
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
郵
便
物
を
返
し
て
も
ら
う
場
合
に

は
、
い
っ
た
ん
ポ
ス
ト
に
入
れ
た
も

の
は
、
た
と
え
入
れ
た
直
後
で
も
そ

の
場
で
お
返
し
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

必
ず
郵
便
局
で
手
続
を
し
て
く
だ
さ

い
。

　
な
お
、
取
り
戻
し
の
請
求
は
、
す

で
に
配
達
さ
れ
た
も
の
は
で
き
ま
せ

ん
。
　
　
　
　
　
（
十
日
町
郵
便
局
）
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出
荷
額
等
総
額
八
百
二
十
八
億
四
千
万
円

　
　
－
昭
和
五
十
一
年
工
業
統
計
調
査
結
果
（
概
数
）
1

　
昭
和
五
十
一
年
十
二
月
三
十
一
日

現
在
で
行
わ
れ
た
本
市
の
工
業
統
計

調
査
の
概
数
が
こ
の
ほ
ど
ま
と
ま
り

ま
し
た
。
　
（
別
表
）

　
市
内
の
昭
和
五
十
一
年
の
事
業
所

数
は
、
総
数
二
千
三
百
三
十
六
と
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
昭
和
五
十
年

に
く
ら
べ
六
十
事
業
所
の
減
で
、
お

も
に
繊
維
関
係
の
出
ば
た
の
減
少
が

目
立
っ
て
い
ま
す
。

　
従
業
者
数
に
つ
い
て
は
、
九
千
六

百
十
人
で
、
昭
和
五
十
年
よ
り
、
四

百
九
十
八
人
減
少
し
ま
し
た
。

　
出
荷
額
等
（
加
工
賃
収
入
、
修
理

料
を
含
む
）
に
つ
い
て
み
ま
す
と
、

総
額
は
約
八
百
二
十
八
億
四
千
万
円

と
な
り
、
昭
和
五
十
年
に
比
較
し
て

二
十
八
億
一
千
万
円
（
三
・
五
資
の

伸
び
）
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
う
ち
、
本
市
の
主
要
産
業
で

あ
る
繊
維
産
業
の
出
荷
額
は
、
七
百

四
十
五
億
七
千
九
百
三
十
六
万
円
と

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
昭
和
五
十

年
に
く
ら
べ
、
三
十
一
億
六
千
万
円

（
四
・
四
運
の
伸
び
）
増
加
し
た
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
繊
維
関
係
が
市
内
の
工
業

全
体
に
占
め
る
割
合
に
つ
い
て
み
ま

す
と
、
事
業
所
の
九
五
崔
を
繊
維
関

係
で
し
め
て
お
り
、
ま
た
、
従
業
者

数
の
八
八
窪
、
出
荷
額
等
の
九
〇
誕

と
、
ほ
と
ん
ど
の
項
目
で
九
〇
復
を

占
め
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
本
市
の
工
業

は
繊
維
関
係
で
占
め
ら
れ
て
い
る
と

同
時
に
、
こ
の
繊
維
関
係
の
増
減
が

本
市
産
業
全
体
の
姿
で
あ
る
と
も
い

え
ま
す
。

　
林
業
経
営
に
林
業

　
資
金
の
活
用
を

　
こ
の
ほ
ど
、
林
業
改
善
資
金
助
成

法
に
基
づ
き
、
つ
ぎ
の
制
度
が
創
設

さ
れ
ま
し
た
の
で
、
林
業
従
事
者
で

希
望
さ
れ
る
方
は
森
林
組
合
魯
七
－

八
八
三
一
番
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
■
安
全
生
産
施
設
資
金
…
チ
ェ
ン

ソ
ー
の
購
入
に
。

　
貸
付
基
準

一
、
現
に
使
用
中
の
チ
ェ
ン
ソ
ー
の

買
い
換
え
で
あ
る
こ
と
。

二
、
防
振
装
置
付
。

　
貸
付
限
度
額
…
一
台
十
八
万
円
。

　
償
還
期
間
…
五
年
以
内
（
据
置
期

間
二
年
、
利
子
無
し
）
。

　
■
団
地
間
伐
促
進
資
金
…
間
伐
を

行
う
た
め
の
作
業
路
の
開
設
、
も
し

く
は
改
良
。
ま
た
は
間
伐
を
行
う
た

め
の
資
金
に
。

産業分類 事業所数 従業者数 出荷額等

総　数 2，336
　　　人
9，610

　　　　万円
8，283，889

食　　　料 25 210 121，790

繊　　　維 2，223 8，495 7，457，936

うち出織 1，615 65，711

衣　　　服 6 48 13，596

木　　　材 27 116 49，584

家　　　具 12 82 36，580

紙 3 16 5，250

出　　　版 6 79 30，515

窯　　　業 6 93 118，983

金　　　属 2 κ 工

機　　　械 15 279 138，966

電　　　気 3 81 8，996

輸　　　送 3 79 71，175

精　　　密 1 駕 劣

そ　の　他 4 14 2，935

κの合計 18 227，583

　
貸
付
基
準
…
二
十
年
生
～
三
十
年

生
の
株
分
の
間
伐
を
お
お
む
ね
五
衿

以
上
ま
と
め
て
実
施
す
る
こ
と
。

　
貸
付
限
度
額
…
一
惨
当
た
り
三
十

五
万
円
。

　
償
還
期
間
－
－
五
年
以
内
。
据
置
期

間
無
し
。

　
利
率
無
し
。

転
居
さ
れ
た
ら
1

郵
便
局
へ
も
転
居
届
を

　
三
月
は
、
入
学
、
就
職
、
転
勤
な

ど
で
住
所
が
変
わ
る
方
が
多
い
時
期

で
す
。
住
所
が
変
わ
る
場
合
は
、
市

役
所
市
民
課
へ
転
居
・
転
出
届
を
し

て
い
た
だ
き
ま
す
が
、
郵
便
局
へ
も

転
居
届
を
さ
れ
る
と
便
利
で
す
。
「
転

居
届
」
の
用
紙
は
、
郵
便
局
の
窓
口

に
あ
り
ま
す
。
こ
の
転
居
届
を
郵
便

局
へ
出
し
て
お
き
ま
す
と
、
一
年
間

は
新
し
い
住
所
へ
郵
便
物
を
転
送
し

ま
す
。
な
お
、
転
送
す
る
場
合
の
料

金
は
、
普
通
郵
便
物
は
無
料
で
す
が
、

書
留
や
小
包
郵
便
物
あ
る
い
は
速
達

郵
便
物
は
、
料
金
が
か
か
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
（
十
日
町
郵
便
局
）

補
助
造
林
特
別
優
遇
制
度
の
ご
利
用
を

　
地
域
ぐ
る
み
で
、
一
定
面
積
の
植

林
を
、
森
林
組
合
に
委
託
す
る
と
大

変
有
利
で
す
。
つ
ぎ
の
団
地
造
林
制

度
を
ご
理
解
の
う
え
、
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

　
■
実
施
条
件

　
千
五
百
欝
の
区
域
内
で
、
数
人
の

〈注＞

①この表の数値は、概数のため、後日、国県で公

　表される確定数とは、必ずしも一致しないこと

　があります。

②㌦」は、1～2の事業所数であるため、秘匿した

　ものです。

③2っ以上の産業分類に出荷額等がある事業所に

　ついては、おもな製造品、加工品で格付けし、

　その合計額を集計しましたが、一部分離してκ

　の合計に含めたものもあります。

④休業中の事業所は、集計の対象から除外しまし
　武こ。

林
野
を
あ
わ
せ
て
、
十
鴛
（
一
ヵ
所

の
地
続
き
の
造
林
面
積
は
、
お
お
よ

そ
一
鴛
以
上
）
以
上
の
造
林
を
森
林

組
合
に
委
託
し
、
三
ヵ
年
継
続
し
て

実
施
す
る
こ
と
。

　
■
補
助
内
容

〈
一
年
目
〉

　
●
造
林
補
助
金
（
一
鰐
当
た
り
）

　
土
地
傾
斜
が
二
十
度
以
上
の
場
合

（
階
段
造
林
）
六
十
万
六
千
円
。
土

地
傾
斜
が
二
十
度
以
下
の
場
合
（
普

通
造
林
）
三
十
四
万
五
千
円
。

　
●
作
業
路
開
設
補
助

　
延
長
五
百
材
前
後
を
森
林
組
合
が

開
設
（
幅
員
二
～
三
嬉
）
。

〈
二
～
六
年
目
〉

　
●
保
育
事
業
補
助
金
（
一
衿
当
た

り
）

　
下
刈
り
、
施
肥
を
森
林
組
合
に
委

託
し
た
場
合
は
、
一
年
当
た
り
二
万

一
千
円
を
五
ヵ
年
間
補
助
し
ま
す
。

　
■
申
し
込
み
先
等

　
四
月
十
日
頃
ま
で
に
森
林
組
合
へ

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

農
業
者
転
職
訓
練

生
を
募
集

　
新
潟
県
で
は
、
つ
ぎ
の
と
お
り
、

昭
和
五
十
二
年
度
農
業
者
転
職
訓
練

生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
該
当
者
　
①
農
業
構
造
の
改
善
に

伴
い
、
農
業
以
外
の
産
業
へ
つ
こ
う

と
す
る
人
。
②
現
在
農
業
に
従
事
し

て
い
る
人
及
び
公
共
職
業
安
定
所
に

求
職
申
し
込
み
を
し
、
又
は
公
共
職

業
訓
練
施
設
に
入
校
申
し
込
み
を
す

る
前
一
年
以
内
に
農
業
に
従
事
し
て

い
た
人
。
③
日
雇
労
働
者
、
パ
ー
ト

タ
イ
マ
ー
等
他
に
安
定
し
た
職
業
に

つ
い
て
な
い
人
。

　
訓
練
科
　
新
潟
高
等
職
業
訓
練
校

新
発
田
校
（
園
芸
科
、
縫
製
科
）
上

越
高
等
職
業
訓
練
校
（
建
築
科
）
三

条
高
等
職
業
訓
練
校
（
溶
接
科
）
十

日
町
高
等
職
業
訓
練
校
塩
沢
校
（
織

布
科
）
柏
崎
専
修
職
業
訓
練
校
柏
崎

校
（
縫
製
科
）
魚
沼
専
修
職
業
訓
練

校
六
日
町
校
（
縫
製
科
、
給
食
科
）
。

　
申
し
込
み
等
　
入
校
の
手
続
き
等

く
わ
し
く
は
職
安
ま
た
は
市
農
業
委

員
会
へ
。

　
へ
き
地
校
に
T
P
寄
贈

　
　
　
北
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
が

　
北
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
は
、
去
る

二
月
二
十
三
日
、
名
ケ
山
小
と
東
下

組
小
の
二
ヵ
校
に
教
材
備
品
と
し
て
、

T
P
（
ト
ラ
ペ
ン
ア
ッ
プ
）
十
三
万

円
相
当
を
そ
れ
ぞ
れ
寄
贈
さ
れ
ま
し

た
。
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市
農
委
が
出
稼
ぎ
就
労
先
を
訪
間

　
　
　
　
「
…
畑
作
先
進
地
も
視
察
ー
」

　
冬
場
、
家
族
の
も
と
を
離
れ
て
県

外
へ
出
稼
ぎ
に
行
か
れ
る
方
は
、
市

内
に
約
七
百
人
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら

出
稼
ぎ
就
労
者
と
の
懇
談
会

　
　
（
2
月
2
4
日
・
東
京
都
内
で
）

の
人
た
ち
の
な
か
に
は
、
毎
年
同
一

職
場
で
働
き
、
誠
実
と
信
頼
を
か
わ

れ
、
職
場
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
元
気

に
働
い
て
い
る
か
た
も
た
く
さ
ん
い

ま
す
。
市
農
業
委
員
会
で
は
、
毎
年

出
稼
ぎ
就
労
先
訪
問
を
実
施
し
て
き

ま
し
た
が
、
こ
と
し
は
、
去
る
二
月

二
十
四
日
か
ら
三
日
間
、
池
田
助
役

ほ
か
二
名
の
職
員
が
東
京
、
神
奈
川

方
面
に
就
労
し
て
い
る
出
稼
ぎ
者
を

訪
問
し
激
励
し
ま
し
た
。
一
行
は
、

新
興
ビ
ル
サ
ー
ビ
ス
㈱
ほ
か
六
つ
の

事
業
所
を
訪
れ
、
約
百
人
の
就
労
者

と
懇
談
、
ふ
る
さ
と
の
話
題
、
営
農

対
策
、
安
全
就
労
な
ど
を
話
し
あ
い

ま
し
た
。
出
席
者
た
ち
か
ら
の
質
問

は
お
も
に
豪
雪
の
状
況
、
雪
消
え
の

遅
れ
に
よ
る
苗
代
対
策
と
昨
年
に
続

く
冷
害
対
策
等
に
集
中
。
池
田
助
役

か
ら
は
、
出
稼
ぎ
期
間
中
の
事
故
防

止
や
健
康
に
十
分
注
意
し
て
欲
し
い

と
の
呼
び
か
け
が
あ
り
ま
し
た
。

先
進
地
視
察
も

　
こ
と
し
も
、
就
労
先
訪
問
と
合
わ

せ
、
二
月
二
十
七
日
出
稼
ぎ
者
を
対

象
と
し
た
畑
作
先
進
地
視
察
を
実
施

し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
就
労
期
間
中

に
営
農
に
役
立
つ
も
の
を
勉
強
し
、

帰
郷
後
の
参
考
に
す
る
と
い
う
も
の

で
毎
年
参
加
希
望
者
が
大
勢
い
ま
す
。

今
回
は
、
約
五
十
名
が
貸
切
バ
ス
で

三
浦
市
農
業
協
同
組
合
を
訪
れ
、
三

浦
市
特
産
の
大
根
、
キ
ャ
ベ
ツ
の
栽

培
と
経
営
状
況
を
視
察
。
み
ご
と
に

飲酒運転の防止を
　交通事故対策懇談会を開催
　十日町警察署は、去る2月24日、警察署会議

室で市交通指導員、非常勤交通指導員、安協役

員、老人交通安全推進員、市町村役場交通担当職

員約50名と交通事故対策懇談会を開きました。

席上、署管内の交通事故発生状況と指導取締り

状況の説明があり、今後の事故防止対策が話し

あわれました。

　管内の交通事故の発生状況は、昭和46年をピ

ークに減少している。これは交通安全運動を通

じ、みんながそれぞれの立場から交通事故防止

を図ってきた結果があらわれたものと考えるが、

鞭灘繊総講
ップ）が3，342人、検挙が805人にものぼっており、

このうち、飲酒運転によるものが377人にもなっ

ている。

　今後の事故防止対策としては、飲酒運転防止

を中心に、違反取締りを実施すると同時に右側

轍灘難1蓬i鷺l

l夢1落融ll
が話し合われました。

生
育
し
た
大
根
の
出
荷
作
業
や
大
型

ハ
ウ
ス
に
よ
る
育
苗
施
設
で
ス
イ
カ

等
の
育
苗
作
業
を
見
学
し
、
農
協
の

生
産
技
術
の
指
導
と
集
約
し
た
農
業

経
営
を
熱
心
に
学
ん
で
き
ま
し
た
。

住
宅
建
設
の
公
的
資

金
融
資
制
度
説
明
会

　
を
開
催

　
県
土
木
部
建
築
住
宅
課
は
、
つ
ぎ

の
と
お
り
住
宅
建
設
に
伴
う
公
的
資

金
の
融
資
説
明
会
を
開
き
ま
す
の
で
、

希
望
者
は
お
い
で
く
だ
さ
い
。

　
開
催
日
時
及
び
場
所

　
三
月
二
十
二
日
（
火
）
午
後
一
時
半

か
ら
四
時
半
　
北
越
銀
行
本
店
二
階

ホ
ー
ル
（
長
岡
市
大
手
通
り
二
丁
目
）

　
三
月
二
十
三
日
（
水
）
午
後
一
時
半

～
四
時
半
新
潟
市
中
央
公
民
館
（
新

潟
市
西
堀
通
六
番
町
）

　
説
明
内
容

①
個
人
住
宅
建
設
及
び
改
良
資
金

貸
付
け
に
つ
い
て
②
分
譲
住
宅
貸
付

け
に
つ
い
て
③
社
宅
、
寮
、
店
舗
付

住
宅
、
賃
貸
住
宅
建
設
資
金
貸
付
け

に
つ
い
て
（
③
の
説
明
は
新
潟
会
場

の
み
）

農
業
用
軽
油
免
税
証
を
交
付

と」ド」『夢二5

　
農
業
用
軽
油
免
税
証
の
交
付
を
つ

ぎ
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

　
該
当
さ
れ
る
方
は
、
忘
れ
ず
に
受

け
て
く
だ
さ
い
。

　
と
き
　
昭
和
五
十
二
年
三
月
二
十

五
日
（
金
）
午
前
九
時
か
ら
午
後
四

時
ま
で
。

と
こ
ろ
十
日
町
財
務
事
務
所
（
市

内
妻
有
町
西
二
総
合
庁
舎
内
）

　
必
要
書
類
　
■
印
鑑
（
共
同
申
請

の
場
合
は
、
全
員
の
印
鑑
が
必
要
）

■
免
税
軽
油
使
用
者
証
■
耕
作
面
積

証
明
書
（
市
農
業
委
員
会
で
証
明
を

受
け
て
く
だ
さ
い
）
昌
使
用
機
械
の

証
明
書
（
所
有
証
明
、
借
用
証
明
）

ま
た
は
納
品
書
等
の
写
（
機
械
の
製

作
所
名
、
名
称
、
型
式
、
馬
力
、
燃

料
消
費
量
等
記
入
す
る
必
要
が
あ
る

の
で
、
カ
タ
ロ
グ
を
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

　
そ
の
他
　
申
請
用
紙
は
、
十
日
町

財
務
事
務
所
に
あ
り
ま
す
。
不
明
の

点
は
市
役
所
農
林
課
ま
た
は
十
日
町

財
務
事
務
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。特

別
弔
慰
金
の
請
求

は
早
め
に

　
昭
和
五
十
年
特
別
弔
慰
金
支
給
法

一
部
改
正
に
よ
る
特
別
弔
慰
金
（
十

年
償
還
二
十
万
円
）
の
請
求
は
、
す

で
に
大
部
分
の
方
々
が
請
求
を
終
わ

り
、
そ
の
半
数
の
方
々
が
国
庫
債
券

を
受
領
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
請

求
は
昭
和
五
十
三
年
三
月
三
十
一
日

を
も
っ
て
、
時
効
完
成
と
な
り
、
こ

の
日
以
後
は
請
求
す
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。
該
当
す
る
方
で
ま
だ
請
求

手
続
き
を
し
て
い
な
い
方
は
、
早
め

に
市
社
会
福
祉
事
務
所
へ
お
申
し
出

く
だ
さ
い
。

　
特
別
弔
慰
金
の
支
給

　
こ
れ
は
、
昭
和
十
二
年
七
月
七
日

以
後
の
戦
没
者
の
遺
族
で
、
昭
和
五

雛
繭
識
培
講
習
会
を
開
催

欝
慈
畿
す

楓
一
難
業
敬
良
醤
蚕
で
賎
つ
ぎ
の
毒

、
碁
勢
痢
蔑
培
繕
讐
会
を
擬
倦
難
醗

駆
欝
樽
縁
、
地
元
義
鍛
導
め
体
穣
発
嚢

・
欝
爵
桐
欝
濃
魯
食
養
奪
鐙
講
灘
が

　
　
　
　
　
　
　
　

、
藩
箆
さ
れ
、
ぎ
激
簸
嬢
鍵
を
鶏
い
鳶

。
蓋
嚢
晶
が
覆
示
糞
峯
卵

難
霧
激
総
ぞ
馨
鱗
．

懸
聾
巻
三
星
峯
灘
只
金
挙
縫
．

盤
灘
妻
察
綾
三
蒔
半
叢
で

、
，
、
襲
護
ろ
　
欝
罠
会
館

十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
公
務
扶

助
料
、
遺
族
年
金
な
ど
を
受
給
し
て

い
た
人
が
死
亡
な
ど
に
よ
り
、
失
権

し
、
ほ
か
に
、
こ
の
年
金
を
受
給
す

る
こ
と
の
出
来
る
人
が
い
な
い
戦
没

者
の
遺
族
に
交
付
さ
れ
る
も
の
で
す
。

電
話
教
室
を
開
催

　
毎
日
の
生
活
に
は
、
も
は
や
電
話

は
欠
か
せ
な
い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
電
話
に
も
正
し
い
か
け

方
、
う
け
方
、
エ
チ
ケ
ッ
ト
が
あ
り

ま
す
。
上
手
に
電
話
を
使
う
た
め
に

十
日
町
電
報
電
話
局
で
は
、
ダ
イ
ヤ

ル
電
話
教
室
を
開
催
し
ま
す
。
お
気

軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
く
わ
し
く

は
、
十
日
町
電
報
電
話
局
曾
二
⊥
、
一

三
七
〇
番
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

　
税
務
署
か
ら
お
知
ら
せ
し
ま
す

　
今
回
の
大
雪
で
災
害
を
受
け
た
り

通
信
交
通
が
と
絶
え
る
な
ど
で
所
得

税
の
確
定
申
告
期
限
や
納
税
期
限
な

ど
に
つ
い
て
お
困
り
の
方
は
、
十
日

町
税
務
署
（
魯
二
－
三
一
八
一
番
）
か

税
務
相
談
室
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。
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出
荷
額
等
総
額
八
百
二
十
八
億
四
千
万
円

　
　
－
昭
和
五
十
一
年
工
業
統
計
調
査
結
果
（
概
数
）
1

　
昭
和
五
十
一
年
十
二
月
三
十
一
日

現
在
で
行
わ
れ
た
本
市
の
工
業
統
計

調
査
の
概
数
が
こ
の
ほ
ど
ま
と
ま
り

ま
し
た
。
　
（
別
表
）

　
市
内
の
昭
和
五
十
一
年
の
事
業
所

数
は
、
総
数
二
千
三
百
三
十
六
と
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
昭
和
五
十
年

に
く
ら
べ
六
十
事
業
所
の
減
で
、
お

も
に
繊
維
関
係
の
出
ば
た
の
減
少
が

目
立
っ
て
い
ま
す
。

　
従
業
者
数
に
つ
い
て
は
、
九
千
六

百
十
人
で
、
昭
和
五
十
年
よ
り
、
四

百
九
十
八
人
減
少
し
ま
し
た
。

　
出
荷
額
等
（
加
工
賃
収
入
、
修
理

料
を
含
む
）
に
つ
い
て
み
ま
す
と
、

総
額
は
約
八
百
二
十
八
億
四
千
万
円

と
な
り
、
昭
和
五
十
年
に
比
較
し
て

二
十
八
億
一
千
万
円
（
三
・
五
資
の

伸
び
）
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
う
ち
、
本
市
の
主
要
産
業
で

あ
る
繊
維
産
業
の
出
荷
額
は
、
七
百

四
十
五
億
七
千
九
百
三
十
六
万
円
と

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
昭
和
五
十

年
に
く
ら
べ
、
三
十
一
億
六
千
万
円

（
四
・
四
運
の
伸
び
）
増
加
し
た
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
繊
維
関
係
が
市
内
の
工
業

全
体
に
占
め
る
割
合
に
つ
い
て
み
ま

す
と
、
事
業
所
の
九
五
崔
を
繊
維
関

係
で
し
め
て
お
り
、
ま
た
、
従
業
者

数
の
八
八
窪
、
出
荷
額
等
の
九
〇
誕

と
、
ほ
と
ん
ど
の
項
目
で
九
〇
復
を

占
め
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
本
市
の
工
業

は
繊
維
関
係
で
占
め
ら
れ
て
い
る
と

同
時
に
、
こ
の
繊
維
関
係
の
増
減
が

本
市
産
業
全
体
の
姿
で
あ
る
と
も
い

え
ま
す
。

　
林
業
経
営
に
林
業

　
資
金
の
活
用
を

　
こ
の
ほ
ど
、
林
業
改
善
資
金
助
成

法
に
基
づ
き
、
つ
ぎ
の
制
度
が
創
設

さ
れ
ま
し
た
の
で
、
林
業
従
事
者
で

希
望
さ
れ
る
方
は
森
林
組
合
魯
七
－

八
八
三
一
番
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
■
安
全
生
産
施
設
資
金
…
チ
ェ
ン

ソ
ー
の
購
入
に
。

　
貸
付
基
準

一
、
現
に
使
用
中
の
チ
ェ
ン
ソ
ー
の

買
い
換
え
で
あ
る
こ
と
。

二
、
防
振
装
置
付
。

　
貸
付
限
度
額
…
一
台
十
八
万
円
。

　
償
還
期
間
…
五
年
以
内
（
据
置
期

間
二
年
、
利
子
無
し
）
。

　
■
団
地
間
伐
促
進
資
金
…
間
伐
を

行
う
た
め
の
作
業
路
の
開
設
、
も
し

く
は
改
良
。
ま
た
は
間
伐
を
行
う
た

め
の
資
金
に
。

産業分類 事業所数 従業者数 出荷額等

総　数 2，336
　　　人
9，610

　　　　万円
8，283，889

食　　　料 25 210 121，790

繊　　　維 2，223 8，495 7，457，936

うち出織 1，615 65，711

衣　　　服 6 48 13，596

木　　　材 27 116 49，584

家　　　具 12 82 36，580

紙 3 16 5，250

出　　　版 6 79 30，515

窯　　　業 6 93 118，983

金　　　属 2 κ 工

機　　　械 15 279 138，966

電　　　気 3 81 8，996

輸　　　送 3 79 71，175

精　　　密 1 駕 劣

そ　の　他 4 14 2，935

κの合計 18 227，583

　
貸
付
基
準
…
二
十
年
生
～
三
十
年

生
の
株
分
の
間
伐
を
お
お
む
ね
五
衿

以
上
ま
と
め
て
実
施
す
る
こ
と
。

　
貸
付
限
度
額
…
一
惨
当
た
り
三
十

五
万
円
。

　
償
還
期
間
－
－
五
年
以
内
。
据
置
期

間
無
し
。

　
利
率
無
し
。

転
居
さ
れ
た
ら
1

郵
便
局
へ
も
転
居
届
を

　
三
月
は
、
入
学
、
就
職
、
転
勤
な

ど
で
住
所
が
変
わ
る
方
が
多
い
時
期

で
す
。
住
所
が
変
わ
る
場
合
は
、
市

役
所
市
民
課
へ
転
居
・
転
出
届
を
し

て
い
た
だ
き
ま
す
が
、
郵
便
局
へ
も

転
居
届
を
さ
れ
る
と
便
利
で
す
。
「
転

居
届
」
の
用
紙
は
、
郵
便
局
の
窓
口

に
あ
り
ま
す
。
こ
の
転
居
届
を
郵
便

局
へ
出
し
て
お
き
ま
す
と
、
一
年
間

は
新
し
い
住
所
へ
郵
便
物
を
転
送
し

ま
す
。
な
お
、
転
送
す
る
場
合
の
料

金
は
、
普
通
郵
便
物
は
無
料
で
す
が
、

書
留
や
小
包
郵
便
物
あ
る
い
は
速
達

郵
便
物
は
、
料
金
が
か
か
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
（
十
日
町
郵
便
局
）

補
助
造
林
特
別
優
遇
制
度
の
ご
利
用
を

　
地
域
ぐ
る
み
で
、
一
定
面
積
の
植

林
を
、
森
林
組
合
に
委
託
す
る
と
大

変
有
利
で
す
。
つ
ぎ
の
団
地
造
林
制

度
を
ご
理
解
の
う
え
、
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

　
■
実
施
条
件

　
千
五
百
欝
の
区
域
内
で
、
数
人
の

〈注＞

①この表の数値は、概数のため、後日、国県で公

　表される確定数とは、必ずしも一致しないこと

　があります。

②㌦」は、1～2の事業所数であるため、秘匿した

　ものです。

③2っ以上の産業分類に出荷額等がある事業所に

　ついては、おもな製造品、加工品で格付けし、

　その合計額を集計しましたが、一部分離してκ

　の合計に含めたものもあります。

④休業中の事業所は、集計の対象から除外しまし
　武こ。

林
野
を
あ
わ
せ
て
、
十
鴛
（
一
ヵ
所

の
地
続
き
の
造
林
面
積
は
、
お
お
よ

そ
一
鴛
以
上
）
以
上
の
造
林
を
森
林

組
合
に
委
託
し
、
三
ヵ
年
継
続
し
て

実
施
す
る
こ
と
。

　
■
補
助
内
容

〈
一
年
目
〉

　
●
造
林
補
助
金
（
一
鰐
当
た
り
）

　
土
地
傾
斜
が
二
十
度
以
上
の
場
合

（
階
段
造
林
）
六
十
万
六
千
円
。
土

地
傾
斜
が
二
十
度
以
下
の
場
合
（
普

通
造
林
）
三
十
四
万
五
千
円
。

　
●
作
業
路
開
設
補
助

　
延
長
五
百
材
前
後
を
森
林
組
合
が

開
設
（
幅
員
二
～
三
嬉
）
。

〈
二
～
六
年
目
〉

　
●
保
育
事
業
補
助
金
（
一
衿
当
た

り
）

　
下
刈
り
、
施
肥
を
森
林
組
合
に
委

託
し
た
場
合
は
、
一
年
当
た
り
二
万

一
千
円
を
五
ヵ
年
間
補
助
し
ま
す
。

　
■
申
し
込
み
先
等

　
四
月
十
日
頃
ま
で
に
森
林
組
合
へ

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

農
業
者
転
職
訓
練

生
を
募
集

　
新
潟
県
で
は
、
つ
ぎ
の
と
お
り
、

昭
和
五
十
二
年
度
農
業
者
転
職
訓
練

生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
該
当
者
　
①
農
業
構
造
の
改
善
に

伴
い
、
農
業
以
外
の
産
業
へ
つ
こ
う

と
す
る
人
。
②
現
在
農
業
に
従
事
し

て
い
る
人
及
び
公
共
職
業
安
定
所
に

求
職
申
し
込
み
を
し
、
又
は
公
共
職

業
訓
練
施
設
に
入
校
申
し
込
み
を
す

る
前
一
年
以
内
に
農
業
に
従
事
し
て

い
た
人
。
③
日
雇
労
働
者
、
パ
ー
ト

タ
イ
マ
ー
等
他
に
安
定
し
た
職
業
に

つ
い
て
な
い
人
。

　
訓
練
科
　
新
潟
高
等
職
業
訓
練
校

新
発
田
校
（
園
芸
科
、
縫
製
科
）
上

越
高
等
職
業
訓
練
校
（
建
築
科
）
三

条
高
等
職
業
訓
練
校
（
溶
接
科
）
十

日
町
高
等
職
業
訓
練
校
塩
沢
校
（
織

布
科
）
柏
崎
専
修
職
業
訓
練
校
柏
崎

校
（
縫
製
科
）
魚
沼
専
修
職
業
訓
練

校
六
日
町
校
（
縫
製
科
、
給
食
科
）
。

　
申
し
込
み
等
　
入
校
の
手
続
き
等

く
わ
し
く
は
職
安
ま
た
は
市
農
業
委

員
会
へ
。

　
へ
き
地
校
に
T
P
寄
贈

　
　
　
北
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
が

　
北
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
は
、
去
る

二
月
二
十
三
日
、
名
ケ
山
小
と
東
下

組
小
の
二
ヵ
校
に
教
材
備
品
と
し
て
、

T
P
（
ト
ラ
ペ
ン
ア
ッ
プ
）
十
三
万

円
相
当
を
そ
れ
ぞ
れ
寄
贈
さ
れ
ま
し

た
。
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市
農
委
が
出
稼
ぎ
就
労
先
を
訪
間

　
　
　
　
「
…
畑
作
先
進
地
も
視
察
ー
」

　
冬
場
、
家
族
の
も
と
を
離
れ
て
県

外
へ
出
稼
ぎ
に
行
か
れ
る
方
は
、
市

内
に
約
七
百
人
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら

出
稼
ぎ
就
労
者
と
の
懇
談
会

　
　
（
2
月
2
4
日
・
東
京
都
内
で
）

の
人
た
ち
の
な
か
に
は
、
毎
年
同
一

職
場
で
働
き
、
誠
実
と
信
頼
を
か
わ

れ
、
職
場
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
元
気

に
働
い
て
い
る
か
た
も
た
く
さ
ん
い

ま
す
。
市
農
業
委
員
会
で
は
、
毎
年

出
稼
ぎ
就
労
先
訪
問
を
実
施
し
て
き

ま
し
た
が
、
こ
と
し
は
、
去
る
二
月

二
十
四
日
か
ら
三
日
間
、
池
田
助
役

ほ
か
二
名
の
職
員
が
東
京
、
神
奈
川

方
面
に
就
労
し
て
い
る
出
稼
ぎ
者
を

訪
問
し
激
励
し
ま
し
た
。
一
行
は
、

新
興
ビ
ル
サ
ー
ビ
ス
㈱
ほ
か
六
つ
の

事
業
所
を
訪
れ
、
約
百
人
の
就
労
者

と
懇
談
、
ふ
る
さ
と
の
話
題
、
営
農

対
策
、
安
全
就
労
な
ど
を
話
し
あ
い

ま
し
た
。
出
席
者
た
ち
か
ら
の
質
問

は
お
も
に
豪
雪
の
状
況
、
雪
消
え
の

遅
れ
に
よ
る
苗
代
対
策
と
昨
年
に
続

く
冷
害
対
策
等
に
集
中
。
池
田
助
役

か
ら
は
、
出
稼
ぎ
期
間
中
の
事
故
防

止
や
健
康
に
十
分
注
意
し
て
欲
し
い

と
の
呼
び
か
け
が
あ
り
ま
し
た
。

先
進
地
視
察
も

　
こ
と
し
も
、
就
労
先
訪
問
と
合
わ

せ
、
二
月
二
十
七
日
出
稼
ぎ
者
を
対

象
と
し
た
畑
作
先
進
地
視
察
を
実
施

し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
就
労
期
間
中

に
営
農
に
役
立
つ
も
の
を
勉
強
し
、

帰
郷
後
の
参
考
に
す
る
と
い
う
も
の

で
毎
年
参
加
希
望
者
が
大
勢
い
ま
す
。

今
回
は
、
約
五
十
名
が
貸
切
バ
ス
で

三
浦
市
農
業
協
同
組
合
を
訪
れ
、
三

浦
市
特
産
の
大
根
、
キ
ャ
ベ
ツ
の
栽

培
と
経
営
状
況
を
視
察
。
み
ご
と
に

飲酒運転の防止を
　交通事故対策懇談会を開催
　十日町警察署は、去る2月24日、警察署会議

室で市交通指導員、非常勤交通指導員、安協役

員、老人交通安全推進員、市町村役場交通担当職

員約50名と交通事故対策懇談会を開きました。

席上、署管内の交通事故発生状況と指導取締り

状況の説明があり、今後の事故防止対策が話し

あわれました。

　管内の交通事故の発生状況は、昭和46年をピ

ークに減少している。これは交通安全運動を通

じ、みんながそれぞれの立場から交通事故防止

を図ってきた結果があらわれたものと考えるが、

鞭灘繊総講
ップ）が3，342人、検挙が805人にものぼっており、

このうち、飲酒運転によるものが377人にもなっ

ている。

　今後の事故防止対策としては、飲酒運転防止

を中心に、違反取締りを実施すると同時に右側

轍灘難1蓬i鷺l

l夢1落融ll
が話し合われました。

生
育
し
た
大
根
の
出
荷
作
業
や
大
型

ハ
ウ
ス
に
よ
る
育
苗
施
設
で
ス
イ
カ

等
の
育
苗
作
業
を
見
学
し
、
農
協
の

生
産
技
術
の
指
導
と
集
約
し
た
農
業

経
営
を
熱
心
に
学
ん
で
き
ま
し
た
。

住
宅
建
設
の
公
的
資

金
融
資
制
度
説
明
会

　
を
開
催

　
県
土
木
部
建
築
住
宅
課
は
、
つ
ぎ

の
と
お
り
住
宅
建
設
に
伴
う
公
的
資

金
の
融
資
説
明
会
を
開
き
ま
す
の
で
、

希
望
者
は
お
い
で
く
だ
さ
い
。

　
開
催
日
時
及
び
場
所

　
三
月
二
十
二
日
（
火
）
午
後
一
時
半

か
ら
四
時
半
　
北
越
銀
行
本
店
二
階

ホ
ー
ル
（
長
岡
市
大
手
通
り
二
丁
目
）

　
三
月
二
十
三
日
（
水
）
午
後
一
時
半

～
四
時
半
新
潟
市
中
央
公
民
館
（
新

潟
市
西
堀
通
六
番
町
）

　
説
明
内
容

①
個
人
住
宅
建
設
及
び
改
良
資
金

貸
付
け
に
つ
い
て
②
分
譲
住
宅
貸
付

け
に
つ
い
て
③
社
宅
、
寮
、
店
舗
付

住
宅
、
賃
貸
住
宅
建
設
資
金
貸
付
け

に
つ
い
て
（
③
の
説
明
は
新
潟
会
場

の
み
）

農
業
用
軽
油
免
税
証
を
交
付

と」ド」『夢二5

　
農
業
用
軽
油
免
税
証
の
交
付
を
つ

ぎ
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

　
該
当
さ
れ
る
方
は
、
忘
れ
ず
に
受

け
て
く
だ
さ
い
。

　
と
き
　
昭
和
五
十
二
年
三
月
二
十

五
日
（
金
）
午
前
九
時
か
ら
午
後
四

時
ま
で
。

と
こ
ろ
十
日
町
財
務
事
務
所
（
市

内
妻
有
町
西
二
総
合
庁
舎
内
）

　
必
要
書
類
　
■
印
鑑
（
共
同
申
請

の
場
合
は
、
全
員
の
印
鑑
が
必
要
）

■
免
税
軽
油
使
用
者
証
■
耕
作
面
積

証
明
書
（
市
農
業
委
員
会
で
証
明
を

受
け
て
く
だ
さ
い
）
昌
使
用
機
械
の

証
明
書
（
所
有
証
明
、
借
用
証
明
）

ま
た
は
納
品
書
等
の
写
（
機
械
の
製

作
所
名
、
名
称
、
型
式
、
馬
力
、
燃

料
消
費
量
等
記
入
す
る
必
要
が
あ
る

の
で
、
カ
タ
ロ
グ
を
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

　
そ
の
他
　
申
請
用
紙
は
、
十
日
町

財
務
事
務
所
に
あ
り
ま
す
。
不
明
の

点
は
市
役
所
農
林
課
ま
た
は
十
日
町

財
務
事
務
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。特

別
弔
慰
金
の
請
求

は
早
め
に

　
昭
和
五
十
年
特
別
弔
慰
金
支
給
法

一
部
改
正
に
よ
る
特
別
弔
慰
金
（
十

年
償
還
二
十
万
円
）
の
請
求
は
、
す

で
に
大
部
分
の
方
々
が
請
求
を
終
わ

り
、
そ
の
半
数
の
方
々
が
国
庫
債
券

を
受
領
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
請

求
は
昭
和
五
十
三
年
三
月
三
十
一
日

を
も
っ
て
、
時
効
完
成
と
な
り
、
こ

の
日
以
後
は
請
求
す
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。
該
当
す
る
方
で
ま
だ
請
求

手
続
き
を
し
て
い
な
い
方
は
、
早
め

に
市
社
会
福
祉
事
務
所
へ
お
申
し
出

く
だ
さ
い
。

　
特
別
弔
慰
金
の
支
給

　
こ
れ
は
、
昭
和
十
二
年
七
月
七
日

以
後
の
戦
没
者
の
遺
族
で
、
昭
和
五

雛
繭
識
培
講
習
会
を
開
催

欝
慈
畿
す

楓
一
難
業
敬
良
醤
蚕
で
賎
つ
ぎ
の
毒

、
碁
勢
痢
蔑
培
繕
讐
会
を
擬
倦
難
醗

駆
欝
樽
縁
、
地
元
義
鍛
導
め
体
穣
発
嚢

・
欝
爵
桐
欝
濃
魯
食
養
奪
鐙
講
灘
が

　
　
　
　
　
　
　
　

、
藩
箆
さ
れ
、
ぎ
激
簸
嬢
鍵
を
鶏
い
鳶

。
蓋
嚢
晶
が
覆
示
糞
峯
卵

難
霧
激
総
ぞ
馨
鱗
．

懸
聾
巻
三
星
峯
灘
只
金
挙
縫
．

盤
灘
妻
察
綾
三
蒔
半
叢
で

、
，
、
襲
護
ろ
　
欝
罠
会
館

十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
公
務
扶

助
料
、
遺
族
年
金
な
ど
を
受
給
し
て

い
た
人
が
死
亡
な
ど
に
よ
り
、
失
権

し
、
ほ
か
に
、
こ
の
年
金
を
受
給
す

る
こ
と
の
出
来
る
人
が
い
な
い
戦
没

者
の
遺
族
に
交
付
さ
れ
る
も
の
で
す
。

電
話
教
室
を
開
催

　
毎
日
の
生
活
に
は
、
も
は
や
電
話

は
欠
か
せ
な
い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
電
話
に
も
正
し
い
か
け

方
、
う
け
方
、
エ
チ
ケ
ッ
ト
が
あ
り

ま
す
。
上
手
に
電
話
を
使
う
た
め
に

十
日
町
電
報
電
話
局
で
は
、
ダ
イ
ヤ

ル
電
話
教
室
を
開
催
し
ま
す
。
お
気

軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
く
わ
し
く

は
、
十
日
町
電
報
電
話
局
曾
二
⊥
、
一

三
七
〇
番
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

　
税
務
署
か
ら
お
知
ら
せ
し
ま
す

　
今
回
の
大
雪
で
災
害
を
受
け
た
り

通
信
交
通
が
と
絶
え
る
な
ど
で
所
得

税
の
確
定
申
告
期
限
や
納
税
期
限
な

ど
に
つ
い
て
お
困
り
の
方
は
、
十
日

町
税
務
署
（
魯
二
－
三
一
八
一
番
）
か

税
務
相
談
室
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。
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新
潟
県
交
通
災
害
共
済
に
ご
加
入
を

　
　
　
　
　
申
し
込
み
は
三
月
三
十
一
日
ま
で

　
交
通
事
故
ゼ
ロ
の
願
い
も
む
な
し

く
な
か
な
か
事
故
は
減
り
ま
せ
ん
。

　
恐
ろ
し
い
交
通
事
故
は
、
ど
ん
な

に
注
意
し
て
も
、
い
つ
ど
こ
で
あ
な

た
や
ご
家
族
の
身
に
ふ
り
か
か
っ
て

く
る
か
知
れ
ま
せ
ん
。
新
潟
県
交
通

災
害
共
済
制
度
は
、
万
一
の
事
故
に

備
え
て
、
一
日
一
円
の
安
い
掛
金
で

お
互
い
助
け
合
う
制
度
で
す
。
市
で

は
、
こ
の
交
通
災
害
共
済
の
加
入
者

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
い
ま
加
入
し
て
い
る
人
も
三
月
三

十
一
日
で
共
済
期
間
が
終
わ
り
ま
す

の
で
、
忘
れ
ず
継
続
の
た
め
の
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
会
員
の
資
格

　
市
内
に
住
所
の
あ
る
方
は
、
年
齢

に
制
限
な
く
ど
な
た
で
も
加
入
で
き

ま
す
。

　
会
費
等
一
人
年
額
　
三
百
五
十
円

　
大
人
も
子
ど
も
も
同
額
で
一
人
一

口
の
み
、
共
済
期
間
は
四
月
一
日
か

ら
翌
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
で
す
が

四
月
一
日
以
後
に
中
途
加
入
し
た
場

合
は
、
会
費
納
入
日
の
翌
日
か
ら
翌

年
三
月
三
十
一
日
ま
で
と
な
り
ま
す
。

会
費
は
四
月
一
日
以
後
に
加
入
す
る

場
合
も
同
額
で
す
。

　
加
入
申
し
込
み
方
法

加
入
申
し
込
み
書
に
会
費
を
添
え
、

嘱
託
員
（
隣
組
長
等
）
が
取
り
ま
と

め
る
町
内
は
嘱
託
員
へ
。
嘱
託
員
が

取
り
ま
と
め
を
し
な
い
町
内
は
、
直

接
市
役
所
環
境
課
か
市
農
協
各
支
所

市
内
各
銀
行
（
労
金
を
除
く
）
へ
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
万
一
、
事
故
に
あ
わ
れ
た
場
合
は

つ
ぎ
の
と
お
り
、
見
舞
金
が
支
給
さ

れ
ま
す
。
見
舞
金
の
額
は
昭
和
五
十

一
年
度
よ
り
引
き
上
げ
ら
れ
、
死
亡

の
場
合
の
七
十
万
円
を
最
高
に
治
療

の
程
度
に
よ
り
九
等
級
の
一
万
円
ま

▲
”

≡

で
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
無
免
許
、
飲
酒
運
転
に
よ

る
場
合
、
加
入
者
ま
た
は
見
舞
金
受

取
人
に
な
る
者
の
故
意
ま
た
は
重
大

な
過
失
に
よ
る
場
合
、
事
故
に
あ
っ

た
日
か
ら
一
年
を
経
過
し
た
場
合
、

等級 災　　害　　の　　程　　度 金　　額

1等級 死亡した場合 700，000円

2等級
自賠責施行令別表の等級区分の1級各号に
掲げる傷害の場合 400，000円

3等級
治療を要した期間が6月をこえ、かっ、人院

30H以ヒを含む実治療日敦90日以Lのもの
130，000円

4等級
治療を要した期間が5月をこえ、かっ、人院

21H以とを含む実治療li救75H以Lのもの
100，000円

5等級
治療を要した期間が4目をこえ、かっ、人院

1411以Lを含む実治療日数60日以Lのもの 80，000円

6等級
治療を要した期間が3肩をこえ、かつ、人院

7日以Lを含む実治療H数45日以ヒのもの
60，000【・1

7等級
治療を要した期間が2月をこえ、かつ、入5完

通院の実治療目数3011以Lのもの
45，000円

8等級
治療を要した期間が1月をこえ、かつ、入院
通院の実一治療H数15日以Lのもの

30，000円

9等級 入院・通院の実治療日教711以Lのもの 10，000円

（第3種郵便物認可）昭和52年3月10日
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年金と負担について

　国民年金は、年々その内容が改善されており、

現在では、他の年金制度と比較してもあまり見劣

りしないものとなりましたので、私たちの老後は

大変心強くなったことになります・

　しかし、国民年金の保険料を他の年金制度と比

較すると、半分以下の低い保険料となっています

が、これは、国民年金には他の年金制度には見ら

れない高い国庫負担がなされていることや、今ま

で年金受給者が少なかったこと、あるいは、加入

者の負担が急激に増えることを避けることから、

低く抑えてきたことなどによります。

　また、だれしも「少ない負担で多くの年金」を

望むところでしょうが、いかに充実した年金とな

つても、裏付けとなるものが、安定していなけれ

ば、それは「絵にかいたもち」に終わってしまい

ます。そのような事態にならないために、私たち

は年金の給付に見合う保険料の負担を行う必要が

あります。もし、それを怠れば、そのッケは後代

の人々に引き継がれ、ますます大きな負担を強い

る結果となりましょう。このような身勝手を後代

の人々は納得してくれるでしようか。そこで、国

民年金保険料は、今年の4月から1カ月2，200円に

改められますし、以後も毎年、段階的に引き上げ

ることになっていますのは、いうまでもなく健全

な国民年金財政を確立して、生活できる年金をい

っまでも確保しょうという考えによるものです・

　年金制度は、世代間相互の理解と協力があって

始めてなりたつものですから、私たちは信頼と愛

情をもってこれを見守ることが大切ではないでし

ょうか。

　将来、あなたの年金をよりよくするために一層

のご理解とご協力をお願いします。

　国民年金についてのお問い合わせは、市役所市

民課国民年金係（魯7－3111番）へどうぞ。

病
院
で
治
療
し
た
日
が
七
日
未
満
の

場
合
等
は
見
舞
金
が
支
給
さ
れ
ま
せ

ん
Q　

今
年
成
人
式
を
迎
え
ら
れ
る
み
な

さ
ん
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
本
市
で
は
、
昭
和
五
十
二
年
度
成

人
式
を
つ
ぎ
の
と
お
り
行
う
予
定
で

す
。
市
公
民
館
で
は
、
成
人
該
当
者

を
対
象
に
成
人
式
の
案
内
ハ
ガ
キ
を

発
送
し
ま
し
た
が
、
案
内
も
れ
の
方

が
お
り
ま
し
た
ら
十
日
町
市
公
民
館

§
七
ー
五
〇
二
番
）
へ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
二
十
歳
の
記
録
募
集
、
新

成
人
講
座
、
新
成
人
祭
を
前
後
し
て

行
い
ま
す
の
で
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
と
き
　
五
月
八
日
（
日
）
午
前
十
時

～
正
午

　
と
こ
ろ
　
市
民
体
育
館

　
該
当
者
　
昭
和
三
十
一
年
四
月
二

日
～
三
十
二
年
四
月
一
日
生
ま
れ
の

当
市
在
住
者
で
す
。

20
歳
の
記
録
原
稿
募
集

　
市
公
民
館
で
は
、
新
し
く
成
人
さ

れ
る
方
を
対
象
に
「
二
十
歳
の
記
録
」

原
稿
を
募
集
し
ま
す
。
新
成
人
者
（
昭

和
三
十
一
年
四
月
一
百
～
三
十
二
年

四
月
一
日
生
ま
れ
の
当
市
在
住
者
）

は
ふ
る
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

　
テ
ー
マ

　
自
分
の
体
験
や
考
え
を
も
と
に
、

つ
ぎ
の
テ
ー
マ
の
中
か
ら
選
ん
で
書

い
て
く
だ
さ
い
。
■
わ
た
し
の
青
春

■
わ
た
し
の
仲
間
■
わ
た
し
の
職
業

■
働
き
な
が
ら
学
ぶ
■
親
か
ら
学
ん

だ
こ
と
■
わ
た
し
の
結
婚
観
■
初
め

て
選
挙
権
を
得
て
■
農
業
を
考
え
る

■
織
物
を
考
え
る
■
雪
害
を
考
え
る

■
わ
た
し
の
訴
え
た
い
こ
と
■
詩
「
二

十
歳
」
。

　
枚
数

　
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
五
枚
以
内
、

タ
テ
書
き
、
　
一
人
二
篇
ま
で
。

　
締
め
切
り

　
三
月
三
十
一
日
ま
で
。

　
宛
先
　
十
日
町
市
公
民
館
（
学
校

町
魯
七
－
五
〇
一
一
番
）
。
「
二
十
歳

の
記
録
」
係
。

　
そ
の
他

　
文
章
の
上
手
下
手
で
な
く
、
自
分

の
本
当
の
声
を
正
直
に
書
い
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
原
稿
の
初
め
に
テ
ー

マ
、
氏
名
、
住
所
、
職
業
を
明
記
し

て
く
だ
さ
い
。

　
原
稿
は
、
す
べ
て
文
集
「
二
十
歳

の
記
録
」
に
お
さ
め
、
式
当
日
全
員

に
配
布
し
ま
す
。

　
応
募
者
全
員
に
記
念
品
を
さ
し
あ

げ
ま
す
。

覇
鐸
ン
ガ
轟
灘
蟻

隷讐

麟
灘

塾
嚢
纏
発
譲
鞭
膿

難鍛
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火
災
は
人
災
防
ぐ
は
あ
な
た

　
日
ま
し
に
暖
か
く
な
る
こ
の
シ
ー

ズ
ン
は
、
人
の
心
も
ゆ
る
み
や
す
く

な
り
火
災
も
発
生
し
や
す
く
な
り
ま

す
。　

火
災
の
お
そ
ろ
し
さ
は
、
体
験
し

て
は
じ
め
て
わ
か
る
と
い
わ
れ
ま
す
。

し
か
し
、
わ
ず
か
十
数
分
で
あ
な
た
の

家
を
！
財
産
を
！
あ
ま
つ
さ
え
「
生

命
」
ま
で
奪
っ
て
し
ま
う
火
災
を
、

体
験
し
て
か
ら
で
は
文
字
通
り
手
お

く
れ
で
す
。

　
昭
和
五
十
年
中
に
は
、
全
国
で
毎

日
百
七
十
件
の
火
災
が
起
き
、
五
人

づ
つ
の
尊
い
生
命
が
失
な
わ
れ
ま
し

た
。　

十
日
町
地
域
で
も
、
昭
和
五
十
一

年
中
に
三
十
二
件
の
火
災
が
発
生
し
、

一
億
三
千
五
百
九
十
一
万
三
千
円
の

損
害
額
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
火
災
を
原
因
別
に
み
る

と
、
石
油
、
ガ
ス
、
豆
炭
器
具
取
り

扱
い
不
注
意
が
最
も
多
く
九
件
、
続

い
て
電
気
配
線
器
具
六
件
、
枯
草
焼

却
の
拡
大
四
件
、
た
き
火
の
不
始
末

三
件
、
タ
バ
コ
の
不
始
末
三
件
な
ど

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
月
別
発
生
件
数
を
み
る
と
、

五
月
が
最
も
多
く
十
件
、
続
い
て
四

月
四
件
、
七
月
、
九
月
、
十
二
月
三

件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
火
災
の
発
生
原
因
を

み
る
と
、
ち
ょ
つ
と
し
た
気
の
ゆ
る

み
か
ら
起
き
る
も
の
が
多
く
、
忘
れ

市
町
村
別
発
生
状
況

　　救急車の出動状況
　昭和51年中の救急車の出動状況をみると、

十日町地域広域事務組合管内で、救急出動件

数は881件（前年844件）でした。また、搬送さ

れた傷病者は、859人（前年810人）と前年にく

らべ出動件数で4．2㌫、搬送人員で5．7㌫のの

びとなりました。これは、住民95人に1人が

救急隊によって医療機関に搬送されたことに

なります。また、救急出動件数のなかで、急

病（39㌫）と交通事故（26㌫）が全体の約65㌫を

占めています。

　さらに、急病による出動件数が、交通事故

による出動件数を大幅に上まわっています。

　救急自動車の正しい利用をお願いします。

救急車の出動状況（昭和51年
ll西町

1件3％

る
、
無
と
ん
着
、
慣
れ
る
、
知
ら
な

い
、
な
ま
け
る
、
失
敗
す
る
な
ど
が

入
り
ま
じ
っ
て
大
事
故
と
な
っ
て
い

ま
す
。春

の
火
災
予
防
運
動

を
実
施

　
十
日
町
地
域
消
防
署
で
は
、
四
月

一
日
か
ら
七
日
ま
で
を
「
春
の
火
災

予
防
運
動
」
期
間
と
し
て
、
特
に
つ

ぎ
の
実
施
項
目
に
つ
い
て
注
意
を
呼

び
か
け
ま
す
。

①
家
庭
で
火
災
予
防
に
つ
い
て
話
し

　
合
お
う

0
た
ば
こ
の
投
げ
捨
て
と
寝
た
ば
こ

　
の
防
止
。

○
暖
房
器
具
や
ガ
ス
コ
ン
ロ
の
正
し

　
い
使
用
。

○
就
寝
前
や
外
出
前
の
火
の
元
の
点

　
検
の
徹
底
。

O
消
火
用
具
や
消
火
用
水
の
備
付
。

O
火
遊
び
の
禁
止
と
焚
火
の
際
の
安

　
全
確
認
。

○
火
災
の
際
の
消
火
活
動
や
避
難
方

事故種別 出動件数 搬送人員

急　　　病 347 327
交　　　通 228 252
一般負傷 173 163
そ　の　他 71 63
労　　　災 44 40
自損行為 7 4
運動競技 5 5
加　　　害 5 4
自然災害

㍊
1

合　計 881 859

　
法
の
周
知
徹
底
。

②
学
校
や
職
場
で
火
災
予
防
に
つ
い

　
て
話
し
合
お
う

○
火
災
予
防
に
関
す
る
知
識
の
普
及
。

O
消
防
用
設
備
等
の
設
置
と
点
検
、

　
整
備
の
完
全
実
施
。

O
消
防
計
画
等
の
周
知
徹
底
と
訓
練

　
の
実
施
。

○
避
難
路
の
安
全
確
保
。

○
火
気
使
用
場
所
の
整
理
、
整
と
ん

　
及
び
防
炎
力
ー
テ
ン
使
用
等
に
よ

　
る
出
火
の
防
止
。

火
の
用
心
を
お
願
い
し
ま
す

　
こ
の
時
期
は
、
特
に
暖
房
器
具
等

の
取
扱
い
の
不
注
意
に
よ
る
火
災
が

多
く
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
つ
ぎ
の

事
に
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
O
万
一
火
災
が
発
生
し
た
場
合
に

備
え
て
雪
囲
い
を
早
め
に
取
り
除
き
、

避
難
口
を
確
保
し
て
お
く
。

　
O
消
火
栓
や
防
火
水
槽
付
近
及
び

狭
い
道
路
で
の
駐
車
は
消
防
活
動
の

支
障
に
な
り
ま
す
。

プ
ッ
シ
ュ
式
公
衆
電
話

が
登
場

　
こ
の
ほ
ど
十
日
町
駅
前
な
ど
市
内

四
ヵ
所
の
公
衆
電
話
を
プ
ッ
シ
ュ
式

の
百
円
公
衆
電
話
に
変
更
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
ダ
イ
ヤ
ル
を
ま
わ
す
か

わ
り
に
押
し
ボ
タ
ン
を
ポ
ン
ポ
ン
と

軽
く
押
す
だ
け
で
、
早
く
相
手
に
つ

な
が
り
、
ま
た
特
定
の
公
益
機
関
へ

は
、
ボ
タ
ン
を
三
つ
押
す
だ
け
で
つ

な
が
る
「
短
縮
ダ
イ
ヤ
ル
」
の
サ
ー

ビ
ス
も
あ
り
ま
す
。

中峯スキー場にロープ

トウを設置

同スキー場運営委員会で

　中峯スキー場は、下条地

区の神明公園の近くにあり、

全長700㍍、幅50㍍の斜面で

景観もすばらしく、今冬も

大勢の人達でにぎわいまし

O
、
　
一

直

　この中峯スキー場に、こ

としは、ロープトウが設置

され、利用者から喜ばれて

います。

　これは、同スキー場運営

委員会（下条地区振興会、体

協、各団体、有志等が参加）

が80万円の予算で設置した

ものです。

　
電
話
機
の
大
き
さ
、
色
（
黄
色
）

や
十
円
硬
貨
と
百
円
硬
貨
が
使
え
る

こ
と
な
ど
は
、
ダ
イ
ヤ
ル
式
の
百
円

公
衆
電
話
と
同
じ
で
あ
り
、
近
距
離

へ
の
通
話
で
通
話
時
間
が
短
い
と
き

は
十
円
硬
貨
を
使
用
し
、
遠
距
離
へ

の
通
話
や
通
話
時
間
が
長
く
な
る
と

き
は
、
百
円
硬
貨
を
使
用
す
る
と
便

利
で
す
。

　
こ
の
た
び
変
更
し
た
所
は
、
十
日

町
駅
前
、
市
役
所
前
、
商
工
会
議
所

前
、
県
信
用
組
合
前
で
す
。

　
　
　
　
（
十
日
町
電
報
電
話
局
）

寄
付
あ
り
が
と
う

　
▽
佐
藤
実
（
昭
和
町
一
）
…
四
千
七

百
四
十
二
円
▽
十
日
町
実
業
高
校
一

年
E
組
…
千
八
十
五
円
▽
中
沢
歳
松

（
本
町
六
ー
一
）
…
五
万
円
▽
金
沢

久
子
（
峠
）
…
↓
万
円
▽
内
藤
直
義

…
千
円
▽
日
本
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
十

日
町
第
↓
団
…
五
万
二
千
二
百
六
十

五
円
▽
宮
下
地
区
歯
車
の
会
…
三
千

二
百
円
▽
中
央
ク
ラ
ブ
…
五
千
二
百

七
十
三
円
▽
中
央
ク
ラ
ブ
…
老
人
ホ

ー
ム
ヘ
う
ど
ん
百
五
十
人
分
汁
つ
き
、

清
酒
二
本
▽
オ
ー
ト
ク
ラ
ブ
…
交
通

遺
児
の
た
め
に
一
万
二
千
四
百
五
十

三
円
。

医
学
の
た
め
に
献
体
を

　
医
科
大
学
で
は
、
人
体
構
造
を
知

る
た
め
、
解
剖
実
習
を
行
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
将
来
の
立
派
な
医
者

を
育
て
る
た
め
に
最
も
大
切
な
学
問

の
ひ
と
つ
で
す
が
、
こ
の
解
剖
学
実

習
の
教
材
と
し
て
、
自
分
の
遺
体
を

医
学
の
お
役
に
立
て
た
い
と
い
う
人

人
の
集
り
に
「
白
菊
会
新
潟
大
学
支

部
」
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
白
菊
会
で

は
、
医
学
の
進
歩
の
た
め
に
献
体
し

よ
う
と
い
う
会
員
を
募
集
し
て
い
ま

す
。　

だ
れ
で
も
入
会
で
き
ま
す

　
白
菊
会
に
は
だ
れ
で
も
入
会
で
き

ま
す
。
し
か
し
、
会
員
に
な
ら
れ
た

か
ら
と
い
っ
て
、
報
酬
や
特
点
は
全

く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
○
あ
な
た
の
献
体
登
録
に
家
族
全

員
の
同
意
が
必
要
。

　
O
あ
な
た
に
肉
身
が
い
な
い
場
合

は
、
友
人
と
か
地
区
委
員
か
ら
、
あ

な
た
の
献
体
同
意
者
に
な
っ
て
も
ら

う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
く
わ
し
い
こ

と
は
、
新
潟
市
旭
町
通
り
一
番
町
、

臼
菊
会
新
潟
大
学
支
部
（
魯
⑬
6
1

6
1
番
内
線
3
7
0
）
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
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新
潟
県
交
通
災
害
共
済
に
ご
加
入
を

　
　
　
　
　
申
し
込
み
は
三
月
三
十
一
日
ま
で

　
交
通
事
故
ゼ
ロ
の
願
い
も
む
な
し

く
な
か
な
か
事
故
は
減
り
ま
せ
ん
。

　
恐
ろ
し
い
交
通
事
故
は
、
ど
ん
な

に
注
意
し
て
も
、
い
つ
ど
こ
で
あ
な

た
や
ご
家
族
の
身
に
ふ
り
か
か
っ
て

く
る
か
知
れ
ま
せ
ん
。
新
潟
県
交
通

災
害
共
済
制
度
は
、
万
一
の
事
故
に

備
え
て
、
一
日
一
円
の
安
い
掛
金
で

お
互
い
助
け
合
う
制
度
で
す
。
市
で

は
、
こ
の
交
通
災
害
共
済
の
加
入
者

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
い
ま
加
入
し
て
い
る
人
も
三
月
三

十
一
日
で
共
済
期
間
が
終
わ
り
ま
す

の
で
、
忘
れ
ず
継
続
の
た
め
の
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
会
員
の
資
格

　
市
内
に
住
所
の
あ
る
方
は
、
年
齢

に
制
限
な
く
ど
な
た
で
も
加
入
で
き

ま
す
。

　
会
費
等
一
人
年
額
　
三
百
五
十
円

　
大
人
も
子
ど
も
も
同
額
で
一
人
一

口
の
み
、
共
済
期
間
は
四
月
一
日
か

ら
翌
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
で
す
が

四
月
一
日
以
後
に
中
途
加
入
し
た
場

合
は
、
会
費
納
入
日
の
翌
日
か
ら
翌

年
三
月
三
十
一
日
ま
で
と
な
り
ま
す
。

会
費
は
四
月
一
日
以
後
に
加
入
す
る

場
合
も
同
額
で
す
。

　
加
入
申
し
込
み
方
法

加
入
申
し
込
み
書
に
会
費
を
添
え
、

嘱
託
員
（
隣
組
長
等
）
が
取
り
ま
と

め
る
町
内
は
嘱
託
員
へ
。
嘱
託
員
が

取
り
ま
と
め
を
し
な
い
町
内
は
、
直

接
市
役
所
環
境
課
か
市
農
協
各
支
所

市
内
各
銀
行
（
労
金
を
除
く
）
へ
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
万
一
、
事
故
に
あ
わ
れ
た
場
合
は

つ
ぎ
の
と
お
り
、
見
舞
金
が
支
給
さ

れ
ま
す
。
見
舞
金
の
額
は
昭
和
五
十

一
年
度
よ
り
引
き
上
げ
ら
れ
、
死
亡

の
場
合
の
七
十
万
円
を
最
高
に
治
療

の
程
度
に
よ
り
九
等
級
の
一
万
円
ま

▲
”

≡

で
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、
無
免
許
、
飲
酒
運
転
に
よ

る
場
合
、
加
入
者
ま
た
は
見
舞
金
受

取
人
に
な
る
者
の
故
意
ま
た
は
重
大

な
過
失
に
よ
る
場
合
、
事
故
に
あ
っ

た
日
か
ら
一
年
を
経
過
し
た
場
合
、

等級 災　　害　　の　　程　　度 金　　額

1等級 死亡した場合 700，000円

2等級
自賠責施行令別表の等級区分の1級各号に
掲げる傷害の場合 400，000円

3等級
治療を要した期間が6月をこえ、かっ、人院

30H以ヒを含む実治療日敦90日以Lのもの
130，000円

4等級
治療を要した期間が5月をこえ、かっ、人院

21H以とを含む実治療li救75H以Lのもの
100，000円

5等級
治療を要した期間が4目をこえ、かっ、人院

1411以Lを含む実治療日数60日以Lのもの 80，000円

6等級
治療を要した期間が3肩をこえ、かつ、人院

7日以Lを含む実治療H数45日以ヒのもの
60，000【・1

7等級
治療を要した期間が2月をこえ、かつ、入5完

通院の実治療目数3011以Lのもの
45，000円

8等級
治療を要した期間が1月をこえ、かつ、入院
通院の実一治療H数15日以Lのもの

30，000円

9等級 入院・通院の実治療日教711以Lのもの 10，000円

（第3種郵便物認可）昭和52年3月10日

　　　　　　　　　　　　　蕪姦　　　　　　　　　誌熱　　　．．纂禽願暴

年金と負担について

　国民年金は、年々その内容が改善されており、

現在では、他の年金制度と比較してもあまり見劣

りしないものとなりましたので、私たちの老後は

大変心強くなったことになります・

　しかし、国民年金の保険料を他の年金制度と比

較すると、半分以下の低い保険料となっています

が、これは、国民年金には他の年金制度には見ら

れない高い国庫負担がなされていることや、今ま

で年金受給者が少なかったこと、あるいは、加入

者の負担が急激に増えることを避けることから、

低く抑えてきたことなどによります。

　また、だれしも「少ない負担で多くの年金」を

望むところでしょうが、いかに充実した年金とな

つても、裏付けとなるものが、安定していなけれ

ば、それは「絵にかいたもち」に終わってしまい

ます。そのような事態にならないために、私たち

は年金の給付に見合う保険料の負担を行う必要が

あります。もし、それを怠れば、そのッケは後代

の人々に引き継がれ、ますます大きな負担を強い

る結果となりましょう。このような身勝手を後代

の人々は納得してくれるでしようか。そこで、国

民年金保険料は、今年の4月から1カ月2，200円に

改められますし、以後も毎年、段階的に引き上げ

ることになっていますのは、いうまでもなく健全

な国民年金財政を確立して、生活できる年金をい

っまでも確保しょうという考えによるものです・

　年金制度は、世代間相互の理解と協力があって

始めてなりたつものですから、私たちは信頼と愛

情をもってこれを見守ることが大切ではないでし

ょうか。

　将来、あなたの年金をよりよくするために一層

のご理解とご協力をお願いします。

　国民年金についてのお問い合わせは、市役所市

民課国民年金係（魯7－3111番）へどうぞ。

病
院
で
治
療
し
た
日
が
七
日
未
満
の

場
合
等
は
見
舞
金
が
支
給
さ
れ
ま
せ

ん
Q　

今
年
成
人
式
を
迎
え
ら
れ
る
み
な

さ
ん
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
本
市
で
は
、
昭
和
五
十
二
年
度
成

人
式
を
つ
ぎ
の
と
お
り
行
う
予
定
で

す
。
市
公
民
館
で
は
、
成
人
該
当
者

を
対
象
に
成
人
式
の
案
内
ハ
ガ
キ
を

発
送
し
ま
し
た
が
、
案
内
も
れ
の
方

が
お
り
ま
し
た
ら
十
日
町
市
公
民
館

§
七
ー
五
〇
二
番
）
へ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
二
十
歳
の
記
録
募
集
、
新

成
人
講
座
、
新
成
人
祭
を
前
後
し
て

行
い
ま
す
の
で
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
と
き
　
五
月
八
日
（
日
）
午
前
十
時

～
正
午

　
と
こ
ろ
　
市
民
体
育
館

　
該
当
者
　
昭
和
三
十
一
年
四
月
二

日
～
三
十
二
年
四
月
一
日
生
ま
れ
の

当
市
在
住
者
で
す
。

20
歳
の
記
録
原
稿
募
集

　
市
公
民
館
で
は
、
新
し
く
成
人
さ

れ
る
方
を
対
象
に
「
二
十
歳
の
記
録
」

原
稿
を
募
集
し
ま
す
。
新
成
人
者
（
昭

和
三
十
一
年
四
月
一
百
～
三
十
二
年

四
月
一
日
生
ま
れ
の
当
市
在
住
者
）

は
ふ
る
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

　
テ
ー
マ

　
自
分
の
体
験
や
考
え
を
も
と
に
、

つ
ぎ
の
テ
ー
マ
の
中
か
ら
選
ん
で
書

い
て
く
だ
さ
い
。
■
わ
た
し
の
青
春

■
わ
た
し
の
仲
間
■
わ
た
し
の
職
業

■
働
き
な
が
ら
学
ぶ
■
親
か
ら
学
ん

だ
こ
と
■
わ
た
し
の
結
婚
観
■
初
め

て
選
挙
権
を
得
て
■
農
業
を
考
え
る

■
織
物
を
考
え
る
■
雪
害
を
考
え
る

■
わ
た
し
の
訴
え
た
い
こ
と
■
詩
「
二

十
歳
」
。

　
枚
数

　
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
五
枚
以
内
、

タ
テ
書
き
、
　
一
人
二
篇
ま
で
。

　
締
め
切
り

　
三
月
三
十
一
日
ま
で
。

　
宛
先
　
十
日
町
市
公
民
館
（
学
校

町
魯
七
－
五
〇
一
一
番
）
。
「
二
十
歳

の
記
録
」
係
。

　
そ
の
他

　
文
章
の
上
手
下
手
で
な
く
、
自
分

の
本
当
の
声
を
正
直
に
書
い
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
原
稿
の
初
め
に
テ
ー

マ
、
氏
名
、
住
所
、
職
業
を
明
記
し

て
く
だ
さ
い
。

　
原
稿
は
、
す
べ
て
文
集
「
二
十
歳

の
記
録
」
に
お
さ
め
、
式
当
日
全
員

に
配
布
し
ま
す
。

　
応
募
者
全
員
に
記
念
品
を
さ
し
あ

げ
ま
す
。

覇
鐸
ン
ガ
轟
灘
蟻

隷讐

麟
灘

塾
嚢
纏
発
譲
鞭
膿

難鍛

（第3種郵便物認可）昭和52年3月10日と♂監」『』β37）

火
災
は
人
災
防
ぐ
は
あ
な
た

　
日
ま
し
に
暖
か
く
な
る
こ
の
シ
ー

ズ
ン
は
、
人
の
心
も
ゆ
る
み
や
す
く

な
り
火
災
も
発
生
し
や
す
く
な
り
ま

す
。　

火
災
の
お
そ
ろ
し
さ
は
、
体
験
し

て
は
じ
め
て
わ
か
る
と
い
わ
れ
ま
す
。

し
か
し
、
わ
ず
か
十
数
分
で
あ
な
た
の

家
を
！
財
産
を
！
あ
ま
つ
さ
え
「
生

命
」
ま
で
奪
っ
て
し
ま
う
火
災
を
、

体
験
し
て
か
ら
で
は
文
字
通
り
手
お

く
れ
で
す
。

　
昭
和
五
十
年
中
に
は
、
全
国
で
毎

日
百
七
十
件
の
火
災
が
起
き
、
五
人

づ
つ
の
尊
い
生
命
が
失
な
わ
れ
ま
し

た
。　

十
日
町
地
域
で
も
、
昭
和
五
十
一

年
中
に
三
十
二
件
の
火
災
が
発
生
し
、

一
億
三
千
五
百
九
十
一
万
三
千
円
の

損
害
額
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
火
災
を
原
因
別
に
み
る

と
、
石
油
、
ガ
ス
、
豆
炭
器
具
取
り

扱
い
不
注
意
が
最
も
多
く
九
件
、
続

い
て
電
気
配
線
器
具
六
件
、
枯
草
焼

却
の
拡
大
四
件
、
た
き
火
の
不
始
末

三
件
、
タ
バ
コ
の
不
始
末
三
件
な
ど

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
月
別
発
生
件
数
を
み
る
と
、

五
月
が
最
も
多
く
十
件
、
続
い
て
四

月
四
件
、
七
月
、
九
月
、
十
二
月
三

件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
火
災
の
発
生
原
因
を

み
る
と
、
ち
ょ
つ
と
し
た
気
の
ゆ
る

み
か
ら
起
き
る
も
の
が
多
く
、
忘
れ

市
町
村
別
発
生
状
況

　　救急車の出動状況
　昭和51年中の救急車の出動状況をみると、

十日町地域広域事務組合管内で、救急出動件

数は881件（前年844件）でした。また、搬送さ

れた傷病者は、859人（前年810人）と前年にく

らべ出動件数で4．2㌫、搬送人員で5．7㌫のの

びとなりました。これは、住民95人に1人が

救急隊によって医療機関に搬送されたことに

なります。また、救急出動件数のなかで、急

病（39㌫）と交通事故（26㌫）が全体の約65㌫を

占めています。

　さらに、急病による出動件数が、交通事故

による出動件数を大幅に上まわっています。

　救急自動車の正しい利用をお願いします。

救急車の出動状況（昭和51年
ll西町

1件3％

る
、
無
と
ん
着
、
慣
れ
る
、
知
ら
な

い
、
な
ま
け
る
、
失
敗
す
る
な
ど
が

入
り
ま
じ
っ
て
大
事
故
と
な
っ
て
い

ま
す
。春

の
火
災
予
防
運
動

を
実
施

　
十
日
町
地
域
消
防
署
で
は
、
四
月

一
日
か
ら
七
日
ま
で
を
「
春
の
火
災

予
防
運
動
」
期
間
と
し
て
、
特
に
つ

ぎ
の
実
施
項
目
に
つ
い
て
注
意
を
呼

び
か
け
ま
す
。

①
家
庭
で
火
災
予
防
に
つ
い
て
話
し

　
合
お
う

0
た
ば
こ
の
投
げ
捨
て
と
寝
た
ば
こ

　
の
防
止
。

○
暖
房
器
具
や
ガ
ス
コ
ン
ロ
の
正
し

　
い
使
用
。

○
就
寝
前
や
外
出
前
の
火
の
元
の
点

　
検
の
徹
底
。

O
消
火
用
具
や
消
火
用
水
の
備
付
。

O
火
遊
び
の
禁
止
と
焚
火
の
際
の
安

　
全
確
認
。

○
火
災
の
際
の
消
火
活
動
や
避
難
方

事故種別 出動件数 搬送人員

急　　　病 347 327
交　　　通 228 252
一般負傷 173 163
そ　の　他 71 63
労　　　災 44 40
自損行為 7 4
運動競技 5 5
加　　　害 5 4
自然災害

㍊
1

合　計 881 859

　
法
の
周
知
徹
底
。

②
学
校
や
職
場
で
火
災
予
防
に
つ
い

　
て
話
し
合
お
う

○
火
災
予
防
に
関
す
る
知
識
の
普
及
。

O
消
防
用
設
備
等
の
設
置
と
点
検
、

　
整
備
の
完
全
実
施
。

O
消
防
計
画
等
の
周
知
徹
底
と
訓
練

　
の
実
施
。

○
避
難
路
の
安
全
確
保
。

○
火
気
使
用
場
所
の
整
理
、
整
と
ん

　
及
び
防
炎
力
ー
テ
ン
使
用
等
に
よ

　
る
出
火
の
防
止
。

火
の
用
心
を
お
願
い
し
ま
す

　
こ
の
時
期
は
、
特
に
暖
房
器
具
等

の
取
扱
い
の
不
注
意
に
よ
る
火
災
が

多
く
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
つ
ぎ
の

事
に
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
O
万
一
火
災
が
発
生
し
た
場
合
に

備
え
て
雪
囲
い
を
早
め
に
取
り
除
き
、

避
難
口
を
確
保
し
て
お
く
。

　
O
消
火
栓
や
防
火
水
槽
付
近
及
び

狭
い
道
路
で
の
駐
車
は
消
防
活
動
の

支
障
に
な
り
ま
す
。

プ
ッ
シ
ュ
式
公
衆
電
話

が
登
場

　
こ
の
ほ
ど
十
日
町
駅
前
な
ど
市
内

四
ヵ
所
の
公
衆
電
話
を
プ
ッ
シ
ュ
式

の
百
円
公
衆
電
話
に
変
更
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
ダ
イ
ヤ
ル
を
ま
わ
す
か

わ
り
に
押
し
ボ
タ
ン
を
ポ
ン
ポ
ン
と

軽
く
押
す
だ
け
で
、
早
く
相
手
に
つ

な
が
り
、
ま
た
特
定
の
公
益
機
関
へ

は
、
ボ
タ
ン
を
三
つ
押
す
だ
け
で
つ

な
が
る
「
短
縮
ダ
イ
ヤ
ル
」
の
サ
ー

ビ
ス
も
あ
り
ま
す
。

中峯スキー場にロープ

トウを設置

同スキー場運営委員会で

　中峯スキー場は、下条地

区の神明公園の近くにあり、

全長700㍍、幅50㍍の斜面で

景観もすばらしく、今冬も

大勢の人達でにぎわいまし

O
、
　
一

直

　この中峯スキー場に、こ

としは、ロープトウが設置

され、利用者から喜ばれて

います。

　これは、同スキー場運営

委員会（下条地区振興会、体

協、各団体、有志等が参加）

が80万円の予算で設置した

ものです。

　
電
話
機
の
大
き
さ
、
色
（
黄
色
）

や
十
円
硬
貨
と
百
円
硬
貨
が
使
え
る

こ
と
な
ど
は
、
ダ
イ
ヤ
ル
式
の
百
円

公
衆
電
話
と
同
じ
で
あ
り
、
近
距
離

へ
の
通
話
で
通
話
時
間
が
短
い
と
き

は
十
円
硬
貨
を
使
用
し
、
遠
距
離
へ

の
通
話
や
通
話
時
間
が
長
く
な
る
と

き
は
、
百
円
硬
貨
を
使
用
す
る
と
便

利
で
す
。

　
こ
の
た
び
変
更
し
た
所
は
、
十
日

町
駅
前
、
市
役
所
前
、
商
工
会
議
所

前
、
県
信
用
組
合
前
で
す
。

　
　
　
　
（
十
日
町
電
報
電
話
局
）

寄
付
あ
り
が
と
う

　
▽
佐
藤
実
（
昭
和
町
一
）
…
四
千
七

百
四
十
二
円
▽
十
日
町
実
業
高
校
一

年
E
組
…
千
八
十
五
円
▽
中
沢
歳
松

（
本
町
六
ー
一
）
…
五
万
円
▽
金
沢

久
子
（
峠
）
…
↓
万
円
▽
内
藤
直
義

…
千
円
▽
日
本
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
十

日
町
第
↓
団
…
五
万
二
千
二
百
六
十

五
円
▽
宮
下
地
区
歯
車
の
会
…
三
千

二
百
円
▽
中
央
ク
ラ
ブ
…
五
千
二
百

七
十
三
円
▽
中
央
ク
ラ
ブ
…
老
人
ホ

ー
ム
ヘ
う
ど
ん
百
五
十
人
分
汁
つ
き
、

清
酒
二
本
▽
オ
ー
ト
ク
ラ
ブ
…
交
通

遺
児
の
た
め
に
一
万
二
千
四
百
五
十

三
円
。

医
学
の
た
め
に
献
体
を

　
医
科
大
学
で
は
、
人
体
構
造
を
知

る
た
め
、
解
剖
実
習
を
行
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
将
来
の
立
派
な
医
者

を
育
て
る
た
め
に
最
も
大
切
な
学
問

の
ひ
と
つ
で
す
が
、
こ
の
解
剖
学
実

習
の
教
材
と
し
て
、
自
分
の
遺
体
を

医
学
の
お
役
に
立
て
た
い
と
い
う
人

人
の
集
り
に
「
白
菊
会
新
潟
大
学
支

部
」
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
白
菊
会
で

は
、
医
学
の
進
歩
の
た
め
に
献
体
し

よ
う
と
い
う
会
員
を
募
集
し
て
い
ま

す
。　

だ
れ
で
も
入
会
で
き
ま
す

　
白
菊
会
に
は
だ
れ
で
も
入
会
で
き

ま
す
。
し
か
し
、
会
員
に
な
ら
れ
た

か
ら
と
い
っ
て
、
報
酬
や
特
点
は
全

く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
○
あ
な
た
の
献
体
登
録
に
家
族
全

員
の
同
意
が
必
要
。

　
O
あ
な
た
に
肉
身
が
い
な
い
場
合

は
、
友
人
と
か
地
区
委
員
か
ら
、
あ

な
た
の
献
体
同
意
者
に
な
っ
て
も
ら

う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
く
わ
し
い
こ

と
は
、
新
潟
市
旭
町
通
り
一
番
町
、

臼
菊
会
新
潟
大
学
支
部
（
魯
⑬
6
1

6
1
番
内
線
3
7
0
）
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
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な
だ
れ
事
故
防
止
を

　
気
温
の
上
昇
に
伴
い
、
全
層
な
だ

れ
が
随
所
で
発
生
し
、
非
常
に
危
険

と
を
っ
て
い
ま
す
。

　
危
険
と
な
る
部
落
及
び
通
行
人
は
、

つ
ぎ
の
こ
と
に
注
意
し
、
な
だ
れ
事

故
防
止
に
つ
と
め
て
く
だ
さ
い
。

　
□
「
ナ
ダ
レ
注
意
」
の
標
識
の
立

て
て
あ
る
所
は
、
特
に
注
意
し
て
通

行
し
て
く
だ
さ
い
。

　
□
各
部
落
と
も
危
険
カ
所
の
監
視

を
強
め
、
危
険
を
発
見
し
た
場
合
は
、

嘱
託
員
を
通
じ
て
地
域
の
人
達
に
周

知
し
て
く
だ
さ
い
。

　
□
危
険
と
考
え
ら
れ
る
所
は
、
部

落
で
雪
庇
を
排
除
す
る
な
ど
事
故
の

未
然
防
止
に
つ
と
め
て
く
だ
さ
い
。

　
口
危
険
カ
所
で
迂
回
路
可
能
の
所

は
、
迂
回
路
を
設
け
て
く
だ
さ
い
。

新
行
政
区
域
を
設
置

　
昭
和
五
十
二
年
四
月
一
日
小
り
、

現
在
の
西
本
町
を
「
西
本
町
一
丁
目
」

八
幡
田
の
本
町
西
線
を
は
さ
ん
で
西

側
の
部
分
を
「
西
本
町
二
丁
目
」
と

し
て
発
足
し
ま
す
。

　
ま
た
、
中
条
駅
よ
り
東
側
の
分
譲

住
宅
地
（
現
在
中
条
上
町
）
の
一
帯

を
「
旭
ケ
丘
」
と
し
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
高
山
第
二
に
は
い
っ
て

い
る
川
治
川
よ
り
南
の
一
部
を
「
塚

原
町
」
と
し
て
分
離
発
足
し
た
い
と

三
月
議
会
に
提
案
し
ま
し
た
。

八幡田町

　
こ
ど
も
の
交
通
事
故
防
止
を

　
三
・
四
月
は
、
季
節
的
に
も
春
め

き
、
こ
ど
も
た
ち
も
屋
外
で
遊
ぷ
機

会
が
多
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
新
し

く
入
学
（
園
）
す
る
こ
ど
も
た
ち
の
通

学
（
園
）
も
始
ま
り
ま
す
。
例
年
、
こ

の
時
期
に
こ
ど
も
の
交
通
事
故
が
多

発
し
て
い
ま
す
。
悲
惨
な
交
通
事
故

を
防
ぐ
た
め
、
保
護
者
を
は
じ
め
運

転
者
や
周
囲
の
人
達
の
十
分
な
監
視

を
お
願
い
し
ま
す
。

下川原町

西本町

一～1丁目
西本町
　2丁目

ら
提
出
さ
れ
る
書
類
を
主
に
し
て
選

考
し
、
試
験
は
行
い
ま
せ
ん
。

　
願
書
請
求
等

　
返
信
用
封
筒
に
あ
て
名
を
明
記
し

切
手
六
十
円
を
添
え
て
県
立
新
潟
高

等
学
校
通
信
制
費
〇
二
五
二
（
六
六
）

五
二
六
八
番
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

川

ゾ
皿
し
こ
い
消
薯
⑫

b
　
　
　
自
み
が
き
の
知
議

　
　
　
朝
晩
使
っ
て
い
る
歯
み
が

　
　
き
は
、
ど
こ
が
ど
う
違
う
の

ジ
　
　
で
し
ょ
う
か
o

　
　
歯
み
が
き
の
成
分
は
全
体
の

e
　
　
．
五
～
六
割
が
研
磨
剤
で
、
沈

　
　
降
性
炭
酸
力
ん
シ
ウ
ム
が
使

　
　
わ
れ
て
い
よ
す
り
こ
れ
は
ゆ

繍
…
継

激
瀬
熱
物

黛
鎌
川
醒

2〃
湊
藷
恥

新
潟
高
校
通
信
制

生
徒
募
集

　
新
潟
高
校
通
信
制
は
昭
和
五
十
二

年
度
新
入
生
を
募
集
し
ま
す
。
こ
れ

は
、
通
信
教
育
で
四
年
以
上
在
学
し

所
定
の
単
位
を
取
れ
ば
、
高
卒
の
資

格
が
与
え
ら
れ
る
制
度
で
す
。

　
入
学
資
格
　
中
卒
と
同
等
以
上
の

学
歴
の
者
。

　
募
集
コ
ー
ス
　
卒
業
、
編
入
、
科

目
別
の
三
コ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

　
願
書
受
付
期
間
　
四
月
十
一
日
ま

で
。

　
選
抜
方
法
　
出
身
中
学
（
高
校
）
か

　
　
　
　
“

今
冬
の
積
雪
深

　
昨
冬
の
十
二
月
二
十
六
日
か
ら
降

り
出
し
た
雪
は
、
一
月
九
日
、
十
五
日

積雪深のグラフ

践
強

一一一今冬（市内最高）

一今冬（十日町試験地

一『昨冬（十日町試験地

離＼

1鞠
’

を
除
き
二
月
八
日
ま
で
降
り
続
き
二

月
六
日
林
業
試
験
場
十
日
町
試
験
地

で
三
折
十
四
諺
を
記
録
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
降
雪
の
累
計
は
、
二
月
六

日
現
在
、
昨
冬
の
一
冬
間
の
累
計
を

二
十
五
七
弱
上
ま
わ
り
二
月
末
現
在
で

千
四
百
三
十
六
茜
に
達
し
ま
し
た
。

　
過
去
十
年
間
の
統
計
を
み
る
と
三

月
十
日
以
後
も
な
お
百
茜
前
後
の
累

計
降
雪
が
予
想
さ
れ
、
こ
の
分
で
ゆ

く
と
、
昭
和
十
九
年
の
千
七
百
秀
に

続
く
戦
後
二
番
目
の
記
録
と
な
る
可

能
性
が
強
く
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
▽
，
揚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
％

　
　
　
匹
ー

　
　
　
　
－
「
V
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
％

　
　
　
」
＼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
職

　
＼
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
南

，
〆　
V

ー
シ

献血車日程

と　き　3月24日（木）

　　　午前10時～午後3時

ところ　十日町市役所

σ

　くわしくは市役所保健課へ
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申
告
は
お
済
み
で
し
ょ
う
か

　
昭
和
五
十
一
年
分
の
市
民
税
申
告

と
所
得
税
の
確
定
申
告
は
、
三
月
十

五
日
ま
で
で
す
。
ま
だ
申
告
と
納
税

が
お
済
み
に
な
ら
な
い
人
は
、
早
目

に
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
確
定
申
告
書
の
書
き
方
に
つ
い
て

は
、
税
務
署
か
ら
お
送
り
し
た
「
申

告
書
の
書
き
方
」
や
「
確
定
申
告
の

手
引
き
」
な
ど
に
説
明
し
て
あ
り
ま

す
が
、
も
っ
と
詳
し
く
知
り
た
い
こ

と
や
、
よ
く
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
税
務
署
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
所
得
税
の
確
定
申
告
書
を
税
務
署

へ
提
出
し
た
人
は
、
市
民
税
や
事
業

税
の
申
告
書
を
提
出
し
な
く
て
も
よ

い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
人
が
申
告
を
し
な
か
っ
た

り
、
誤
り
の
あ
る
申
告
を
し
ま
す
と
、

決
定
や
更
正
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
の

場
合
、
追
加
の
税
額
を
納
め
る
だ
け

で
な
く
、
加
算
税
な
ど
を
納
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
か

ら
、
申
告
す
る
と
き
に
は
よ
く
確
か

め
て
、
正
し
い
申
告
を
し
て
く
だ
さ

い
。

　
電
話
の
移
転
申
込
み
は
早
め
に

　
住
居
の
移
転
等
で
電
話
を
移
転
す

る
場
合
の
手
続
き
は
、
電
話
局
に
備

付
け
の
用
紙
に
新
住
所
、
付
近
図
、

連
絡
先
な
ど
を
記
入
し
て
早
め
に
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
移
転
料
は
、

七
千
円
。

　
　
　
　
（
十
日
町
電
報
電
話
局
）

■市勢／人ロ…・50，624人（男24，720・女25，904）／世帯数…11，968／面積一211・44k㎡（2月1日現在）
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たくさんの友達と一緒に

1日入所式
噂
　
鷺キョロキョロ、ドタバタ、何もかも初めて

糠
鷲

ぎ
彫
　
隔
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秘幾
，
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で

　ここ下条保育所（南雲所長）では、4目5日の入

所を前に児童58名の1日入所式が去る3目30日に

轟騨寧

／
奪
＝イ

、
冴

4囎
　　□246号□

行われました。

　まだ、雪が残る道を父兄に連れられて集ったチ

ビッコ達は、さっそく新しい友達を見つけて大は

しゃぎ。先生に呼ばれると元気よく返事をしたり。

はじめてお田さん達から離れて指人形や紙芝居を

楽しみました。


